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なまず石…16ページ解説

　二日市北小学校の近くの「鬼（き）の面（めん）」バス停から曙町の住宅街に入ると、民家の塀から
道路に突き出した大石があります。これが “なまず石” の「胴」といわれ、その庭先に「尾」といわれる
小岩があります。「頭」は市道の向い側の崖の急斜面にあります。
　昔、菅公がこのあたりを通りかかると、大なまずがいつものように顔を出して、川を渡らせようとしません。
菅公は、太刀を振ってなまずを退治しました。不思議なことに頭、胴、尾の三つに切られたなまずは、い
つのまにか石の姿に変身したということです。
 後になって、日照り続きで田んぼの水が無くなった際、この石に酒をふりまいて洗えば雨が降るといわれ、
“雨乞（あまご）いの石” として地元の人 に々大事にされてきました。
　この石から西南の大字紫に石井戸（今は不明）というのがあり、ここから上にはなまずはいませんでした。
しかし明治6年の旱（かん）ばつに際して雨乞いのためこの石を焚いたところ石が裂けて、なまずが生れ
るようになったといわれています。
　菅公伝説には「なまず」のほかに「蛙」（かえる）にまつわる説話が、太宰府に伝わっています。
　榎（えのき）社に住んでいた道真公は、京都から一緒に流されてきた幼い子ども2人をつれて、夕暮
れに館（やかた）のまわりを散歩していました。ふと小さな池を見ると、たくさんの蛙がおり、親子や兄
弟が揃ってにぎやかに鳴き声をあげています。その声を聞いているうち、道真公は、離れ離れになった家
族のことなどを思い出して詠んだつぎの一首があります。
　「折りに逢へば　これもさすがに  うらやまし　池の蛙の　夕暮れの声」
　ところが、この歌を聞いた池の蛙たちは、不遇な道真公たちの心を察したのでしょう、この後、蛙が鳴
かなくなったということです。
　この2人の子どものうち紅姫（べにひめ）の供養塔といわれる石の板碑が筑紫野市京町にあります。
梵字（ぼんじ）が刻まれていますが風化して読めません。そこから歩いて4～5分の太宰府市南に、もう
一人の隈麿（くままろ）の墓（自然石）があります。

【ちくしの散歩より抜粋　写真は筑紫野市歴史博物館所蔵】

　この２年間の議会だよりでは、親しみを持っていただけるよう
に、分かりやすく読みやすい広報誌にするために取組んでまい
りました。表紙や市内の名所など紙面写真の撮影、文字の大き
さや配色など、委員で意見を出し合ってまいりました。また、
4月よりホームページもリニューアルし、今後は更にデジタルで
の情報発信の充実も進めてまいります。 　　　　　   （波多江）
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　令和３年度一般会計予算を審査する ために予算審査特別委員会を設置し、
議員全員で審査をしました。
　予算の総額は、対前年度比 4 億 8700万円（1.5%）増の
323億5100万円です。 歳入

使用料及び手数料
5億6120万円

1.7%

繰入金・繰越金
1億5195万円

0.5%

市税
123億4803万円

38.2%

扶助費
108億9561万円

33.7%

人件費
49億6119万円

15.3%

その他
38億8051万円

12.0%

普通建設事業費など
17億6829万円

5.5%
投資的経費

 17億6829万円
5.5%

補助費等
38億684万円
11.8%

公債費
24億9230万円

7.7%

物件費
 45億4625万円

14.0%

義務的経費
183億4910万円

56.7%

その他経費
122億3360万円

37.8%

区　分

義務的経費（毎年必ず支出が必要となる固定的な経費）

投資的経費（将来に残るものに支出する経費）

その他経費

扶助費
（生活保護費や高齢者・障がい者への給付費など）
人件費
（議員等の報酬や職員の給料など）
公債費
（借入金の返済金）

物件費
（光熱水費や施設の維持管理費など）
補助費等
（各種団体などへの補助金や負担金など）
その他
（維持補修費や積立金、他会計繰出金など）

普通建設事業費など
（道路や施設の建設費など）

内
　訳

内
　訳

内
訳

令和３年度
当初予算

18,349,100

10,895,608

4,961,187

2,492,305

12,233,608

4,546,248

3,806,845

3,880,515

1,768,292

1,768,292

17,814,195

10,405,430

4,912,257

2,496,508

11,677,612

4,055,420

3,780,552

3,841,640

2,372,193

2,372,193

534,905
3.0

490,178
4.7

48,930
1.0

△ 4,203
△ 0.2

555,996
4.8

490,828
12.1

26,293
0.7

38,875
1.0

△ 603,901
△ 25.5

△ 603,901
△ 25.5

令和２年度
当初予算

増減額
（増減率）

 （単位：千円、％）

区　分

自主財源（市が自主的に調達できるお金）

依存財源（国や県からの交付金や銀行からの借入金）

市税
(個人市民税や法人市民税、固定資産税など)
繰入金・繰越金
(前年度からの繰越金や基金からの繰入金など)
使用料及び手数料
(市営住宅の家賃や公共施設の使用料など)

国県支出金
(特定の事業のために国や県が交付するお金)

地方交付税
(全国どこでも必要最小限の行政サービスが受けられるよう、国が交付するお金）

地方譲与税、各種交付金など
(国や県が徴収した税金の一部を市に分配するもの)
市債
(大きな事業を行うための銀行などからの借入金)

諸収入など
(発掘調査受託事業収入など)

内
　訳

内
　訳

令和３年度
当初予算

14,582,776

12,348,031

151,946

561,198

1,521,601

17,768,224

3,318,435

10,005,971

2,749,123

1,694,695

15,701,447

13,607,435

149,297

569,393

1,375,322

16,162,553

3,207,809

9,048,530

2,392,201

1,514,013

△ 1,118,671
△ 7.1

△ 1,259,404
△ 9.3
2,649
1.8

△ 8,195
△ 1.4

146,279
10.6

1,605,671
9.9

110,626
3.4

957,441
10.6

356,922
14.9

180,682
11.9

令和２年度
当初予算

増減額
（増減率）

 （単位：千円、％）

自主財源
145億
8278万円　　  
45.1%

依存財源
177億
6822万円
54.9%

諸収入など
15億2160万円

4.7%

地方交付税
33億1844万円 

10.3%

市債
16億9469万円

5.2%

国県支出金
100億597万円

30.9%

地方譲与税、
各種交付金など
27億4912万円

8.5%

歳出

令和３年度
  （2021年度）
一般会計予算

予算審査特別委員会

子ども医療費支給事業 ３億1465万円

新型コロナウイルスワクチン接  種事業 ６億4114万円

小中学校空調設備整備・改修事  業 5816万円

急傾斜地崩壊対策事業 ２億1300万円

323億円

ＪＲ二日市駅地区整備事業 ４億4300万円

全員一致

可決

・保護者に対して、子どもの医療保険にお ける医療費の一部を助成する。中学生通院
費の助成を開始

・新型コロナウイルスワクチン接種を実施

・二日市小学校、二日市東小学校、筑紫野中 学校の普通教室増加に伴う空調機器の新設
と、老朽化に伴う更新

・筑紫小学校南側急傾斜地の崩壊防止措置

・ＪＲ二日市駅西側乗降口及び駅前広場の 整備

事業
ピックアップ
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どう使うの？どう使うの？323億円
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令
和
３
年
度
筑
紫
野
市

一
般
会
計
予
算
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る

が
、
第
六
次
総
合
計
画
を

推
進
す
る
た
め
、
施
政
方

針
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
５

つ
の
政
策
に
沿
っ
た
各
種

事
業
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
対
応
を
両
立

さ
せ
た
予
算
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
討
論
、
採
決
の
前
に
議

員
間
討
議
を
行
い
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
、
税
収
な

ど
歳
入
の
大
幅
な
減
少
が

見
込
ま
れ
る
な
か
、
各
事

業
の
歳
出
削
減
を
積
極
的

に
行
い
つ
つ
、
生
活
困
窮

者
の
増
加
等
に
伴
う
扶
助

費
の
増
加
に
対
応
し
て
い

る
こ
と
、
令
和
３
年
度
予

算
総
額
を
対
前
年
度
比
1.5

％
増
に
抑
え
て
い
る
こ
と

を
評
価
し
た
い
、
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
環
境
の
整

備
の
面
で
は
学
校
ご
と
に

格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
き

ち
ん
と
計
画
を
立
て
て
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
全
員
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

《
賛
成
討
論
》

　
本
予
算
は
、
施
政
方
針

で
市
長
が
述
べ
ら
れ
た
市

政
運
営
に
お
け
る
方
針
、

具
体
的
な
事
業
に
つ
い

て
、
５
つ
の
政
策
を
柱
と

し
て
推
進
す
る
内
容
に
な

っ
て
お
り
、
保
育
士
確
保

の
た
め
の
保
育
士
家
賃
補

助
事
業
、
小
中
学
校
ト
イ

レ
の
洋
式
化
や
筑
紫
小
学

校
の
校
舎
増
築
な
ど
の
教

育
環
境
の
整
備
、
長
年
の

懸
案
と
な
っ
て
い
た
Ｊ
Ｒ

二
日
市
駅
西
側
乗
降
口
及

び
駅
前
広
場
の
整
備
な
ど

を
主
な
事
業
と
し
て
、
市

民
の
要
望
に
応
え
る
予
算

に
な
っ
て
い
る
と
考
え

る
。

　
ま
た
、
第
三
次
財
政
計

画
を
規
律
と
し
て
健
全
な

財
政
状
況
を
維
持
し
つ

つ
、
行
政
の
効
率
化
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
し
た

市
長
の
意
思
の
表
れ
で
あ

り
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
は

予
算
を
配
分
す
る
と
い
う

メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
予
算

編
成
に
な
っ
て
お
り
、
本

予
算
に
賛
成
す
る
。

　３月１０日、 １１日の集中審査では、
７部門２５課か ら７５項目について詳細
な説明を受け、 第六次総合計画に掲げら
れた５つの政策 の推進に向けて編成され
た予算の内容・ 必要性など多様な観点か
ら審査を行いま した。

未来をつくる
すこやかに育つまちへ
自然と都市機能が
調和するまちへ

産業・雇用を
つくる

まちを元気にする
地域経済の活性化

共助社会づくり
いきいきと元気な
協働のまちへ

生活をまもる
安全安心のまちづくり

健康で笑顔
輝くまちへ

行財   政改革

5つ  の政策

ムダを    省いた

効率    的な
行財政    の確立

28の   施策
    122の   基本事業

Ｑ
：
３
課
が
連
携
し

て
取
り
組
む
と
あ
る

が
。

Ａ
：
中
心
は
健
康
推

進
課
。
75
歳
以
上
の

方
の
健
診
結
果
や
医

療
の
デ
ー
タ
等
を
活

用
し
て
の
保
健
事
業

が
展
開
で
き
る
。
状
況
に
応
じ

て
高
齢
者
支
援
課
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
紹
介
な
ど
一

緒
に
動
け
る
。

Ｑ
：
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携

は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

Ａ
：
個
別
に
健
康
診
断
を
受
け

ら
れ
た
方
で
、
血
圧
が
高
い
、

糖
尿
病
の
数
値
が
高
い
と
い
う

方
を
訪
問
す
る
予
定
。
そ
の
際

に
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
聞

き
し
た
り
、
訪
問
の
結
果
を
返

し
た
り
と
い
う
連
携
を
考
え
て

い
る
。

Ｑ
：
自
主
財
源
の
確
保
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
。

Ａ
：
自
主
財
源
は
、
主
に

地
元
自
治
会
か
ら
や
事
業

を
行
っ
た
場
合
の
お
金
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
事
情
が

あ
る
の
で
、
引
き
続
き
協

議
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

Ｑ
：
人
口
が
減
少
し
て
い
く
地
域

の
交
付
金
は
格
差
が
広
が
ら
な
い

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

Ａ
：
交
付
金
は
、
人
口
が
少
な
く

て
も
多
い
と
こ
ろ
で
も
安
定
し
た

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
均
等
割

額
を
増
額
し
て
い
る
。

Ｑ
：
避
難
所
運
営
は
地
域
に
移
行

し
、
経
費
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
賄

う
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
加
算
さ

れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
：
重
要
項
目
と
し
て
防
災
を
挙

げ
て
お
り
、
積
算
基
礎
と
し
て
多

め
に
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会
補
助

Ｑ
：
市
内
で

何
か
所
か
。

年
間
で
ど
の

ぐ
ら
い
利
用

が
あ
る
の

か
。
い
つ
か

ら
で
き
る
よ

う
に
な
る
の

か
。

Ａ
：
市
民
が
普
段
利

用
す
る
市
内
の
コ
ン

ビ
ニ
は
全
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。
証
明

書
を
取
得
さ
れ
る
方

全
体
の
５
％
程
度
を

目
指
し
て
い
る
。

　
５
月
末
か
ら
実
施

で
き
る
よ
う
作
業
を

進
め
て
い
る
。

Ｑ
：
情
報
漏
え
い
に

対
す
る
備
え
は
。

Ａ
：
地
方
公
共
団
体

と
国
だ
け
が
使
用
し

て
い
る
専
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
回
線
で
運
営

す
る
。
情
報
が
漏
え

い
す
る
リ
ス
ク
は
低

い
と
考
え
て
い
る
。

証
明
書
等
の

コ
ン
ビ
ニ

交
付
運
営

Ｑ
：
児
童
生
徒
数

が
増
加
の
見
込

み
。
個
室
の
個
数

を
増
や
す
の
か
。

今
回
４
校
選
定

は
、
ど
う
い
う
基

準
か
。

Ａ
：
数
の
変
更
予

定
は
な
い
。
床
が
乾
式
に
な

っ
て
い
る
箇
所
の
和
便
器
を

洋
便
器
に
替
え
る
工
事
と
い

う
こ
と
で
選
定
し
た
。

Ｑ
：
洋
式
の
割
合
の
少
な
い

と
こ
ろ
が
全
然
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
。

Ａ
：
配
管
も
含
め
て
替
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
大
規
模

改
修
等
で
今
後
検
討
す
る
。

Ｑ
：
小
学
校
11
校
全
校
は
、

い
つ
完
了
す
る
予
定
か
。

Ａ
：
教
育
部
全
体
の
予
算
も

考
え
な
が
ら
、
今
年
度
は
、

こ
の
計
画
を
予
定
し
て
い

る
。 小

中
学
校
ト
イ
レ
整
備

Ｑ
：
完
成
は
い
つ

頃
か
。

Ａ
：
来
年
の
完
成

を
目
指
し
て
い
る

が
、
列
車
を
通
し

な
が
ら
の
工
事
で

あ
り
、
駅
前
広
場

の
工
事
も
あ
る
た

め
、
完
成
時
期
は
未
定
で
あ

る
。

Ｑ
：
こ
の
予
算
は
、
最
後
ま

で
の
総
額
か
。
出
入
り
口
の

名
称
を
つ
け
る
の
は
地
域
振

興
に
も
な
る
が
。

Ａ
：
概
算
で
、
協
議
し
て
い

る
中
の
金
額
を
全
て
上
げ
て

い
る
。
名
称
な
ど
は
こ
れ
か

ら
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
る

が
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
の
必
要

が
あ
る
。 Ｊ

Ｒ
二
日
市
駅

地
区
整
備

Ｑ
：
保
育
園
の
中

に
は
定
数
を
超
え

て
入
所
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る

が
。

Ａ
：
保
育
園
の
面

積
を
フ
ル
に
活
用

し
て
、
保
育
士
を

雇
用
し
、
定
員
を
超
え
て
の

入
所
を
し
て
頂
い
て
い
る
。

Ｑ
：
保
育
の
需
要
が
見
込
ま

れ
る
。
保
育
所
に
入
り
た
い

人
た
ち
の
受
け
入
れ
体
制
が

で
き
て
い
る
か
。

Ａ
：
原
田
保
育
園
の
建
て
替

え
で
30
名
の
増
員
。
家
賃
補

助
事
業
で
保
育
士
を
雇
用
し

保
育
児
童
数
の
確
保
を
し
た

い
。
ま
ず
は
認
可
保
育
所
を

最
大
に
使
い
、
保
育
士
の
雇

用
が
で
き
た
ら
児
童
を
受
け

入
れ
て
い
く
。
企
業
主
導
型

保
育
所
が
３
園
で
き
る
の
で

利
用
案
内
を
す
る
。

保
育
給
付
事
業

Ｑ
：
何
に
使
え
る
の

か
。

Ａ
：
バ
リ
ア
フ
リ

ー
、
省
エ
ネ
化
、
耐

震
補
強
、
耐
久
性
の

工
事
と
、
断
熱
効
果

が
あ
る
ガ
ラ
ス
も
対

象
で
あ
る
。

Ｑ
：
感
染
拡
大
防
止
の
ア
ク

リ
ル
板
や
空
気
清
浄
機
な
ど

に
拡
大
す
る
余
地
は
あ
る

か
。

Ａ
：
目
的
が
住
宅
の
改
修
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、

そ
う
い
う
需
要
が
高
ま
れ
ば

検
討
す
る
必
要
は
あ
る
か
と

思
う
が
現
在
、
補
助
の
予
定

は
な
い
。

Ｑ
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
の

周
知
は
。
多
世
代
居
住
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
で
中

古
の
住
宅
も
認
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
。

Ａ
：
広
報
３
月
分
に
掲
載
す

る
。
チ
ラ
シ
も
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
で
配
布
を

検
討
し
て
い
る
。
多
世
代
の

リ
フ
ォ
ー
ム
は
そ
の
中
で
伝

え
た
い
。
リ
フ
ォ
ー
ム
も
10

万
円
未
満
だ
が
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

住
宅
改
修
工
事
補
助

高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
化

Ｑ
：
施
政
方
針
に

ご
み
減
量
で
Ｃ
Ｏ
２

削
減
と
あ
っ
た
。

目
標
数
値
は
あ
る

の
か
。

Ａ
：
啓
発
に
は
デ

ー
タ
を
活
用
し
な

が
ら
、
ご
み
減
量

に
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
：
筑
紫
野
・
小
郡
・
基
山

清
掃
施
設
組
合
へ
の
負
担
金

額
が
増
加
し
て
い
る
理
由
と

し
て
売
電
価
格
の
減
額
、
ご

み
搬
入
案
分
比
率
の
上
昇
と

あ
る
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
。

Ａ
：
売
電
価
格
は
入
札
減
に

よ
り
売
払
い
単
価
が
下
落
し

た
た
め
減
と
な
る
。

　
ご
み
搬
入
案
分
比
率
に
つ

い
て
は
、
熱
回
収
施
設
の
搬

入
量
が
、
筑
紫
野
市
の
占
め

る
分
が
57.

42
％
で
、
昨
年

か
ら
０.

61
ポ
イ
ン
ト
増
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
搬
入
量
が
57

.

31
％
で
１.

11
ポ
イ
ン
ト
の

増
。

　
要
す
る
に
、
筑
紫
野
市
の

ご
み
の
量
が
増
え
た
こ
と
に

よ
る
負
担
増
と
な
っ
て
い

る
。 ご

み
処
理
と
ご
み
減
量

Ｑ
：
就
業
ま
た
は
育

児
と
修
業
の
両
立
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る

人
は
学
校
も
行
け
な

い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
：
教
育
訓
練
を
受

け
る
こ
と
で
お
子
様

が
保
育
所
に
入
所
で

き
て
、
訓
練
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
：
予
算
額
が
増
え
て
い
る
理

由
は
。
良
い
制
度
で
あ
る
が
周

知
は
。

Ａ
：
人
数
や
受
け
る
講
座
に
よ

っ
て
毎
年
度
違
い
が
出
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
、

離
婚
届
や
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
の
手
続
の
際
に
、
給
付
に
関

す
る
冊
子
を
渡
し
て
い
る
。

母
子
家
庭
自
立
支
援

Ｑ
：
筑
紫
小
学
校
は
急
傾

斜
が
全
体
的
に
あ
る
。
今

回
の
場
所
の
選
定
は
、
ど

う
い
う
根
拠
な
の
か
。

Ａ
：
地
元
や
地
権
者
の
方

か
ら
対
策
の
要
望
が
で

た
。
県
と
共
に
箇
所
の
調

査
を
行
い
、
補
助
金
の
交

付
要
件
も
満
た
す
こ
と
か
ら
、
実

施
す
る
。

Ｑ
：
民
有
地
は
市
が
買
い
上
げ
る

の
か
。
高
低
差
が
あ
る
が
工
期

は
。

Ａ
：
地
権
者
か
ら
の
無
償
譲
渡
。

高
低
差
は
約
11
メ
ー
ト
ル
で
、
工

期
は
来
年
度
末
と
考
え
て
い
る
。

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

Ｑ
：
令
和
３
年
度
予
算
編

成
方
針
は
令
和
２
年
度
予

算
額
か
ら
５
％
削
減
と
し

て
い
る
理
由
は
。

Ａ
：
市
税
は
約
13
億
円
減

と
い
う
見
通
し
で
全
体
予

算
の
4.1
％
減
。
加
え
て
、

扶
助
費
の
増
加
を
見
込
み

５
％
減
を
目
指
し
て
い

る
。

Ｑ
：
国
は
臨
時
財
政
対
策

債
の
発
行
可
能
額
を
示
し

て
い
る
が
、
市
の
方
針

は
。

Ａ
：
臨
時
財
政
対
策
債
は

安
定
し
た
財
政
運
営
に
必

要
不
可
欠
な
財
源
で
あ

り
、
発
行
可
能
額
の
全
額

を
借
り
入
れ
て
い
る
。

Ｑ
：
新
た
な
収
納
方
法
で

あ
る
ス
マ
ホ
決
済
の
導
入

は
市
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に

な
る
の
か
。

Ａ
：
手
数
料
は
コ
ン
ビ
ニ

決
済
と
同
じ
金
額
が
市
の

負
担
と
し
て
か
か
る
。

＊
銀
行
引
き
落
と
し
の
手

数
料
は
全
国
一
律
で
10
円

〜
30
円
位
で
市
の
負
担
は

少
な
い
。 歳

　
入

第六次総合計画

7430万円4億4300万円

18億2335万円

2023万円

2億1300万円273万円

980万円

619万円

5108万円

10億1212万円

なぜ必要なのか
しっかり議論したよ
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どう使うの？どう使うの？323億円

《 

委
員
長
報
告 

》

　
令
和
３
年
度
筑
紫
野
市

一
般
会
計
予
算
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る

が
、
第
六
次
総
合
計
画
を

推
進
す
る
た
め
、
施
政
方

針
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
５

つ
の
政
策
に
沿
っ
た
各
種

事
業
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
対
応
を
両
立

さ
せ
た
予
算
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
討
論
、
採
決
の
前
に
議

員
間
討
議
を
行
い
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
、
税
収
な

ど
歳
入
の
大
幅
な
減
少
が

見
込
ま
れ
る
な
か
、
各
事

業
の
歳
出
削
減
を
積
極
的

に
行
い
つ
つ
、
生
活
困
窮

者
の
増
加
等
に
伴
う
扶
助

費
の
増
加
に
対
応
し
て
い

る
こ
と
、
令
和
３
年
度
予

算
総
額
を
対
前
年
度
比
1.5

％
増
に
抑
え
て
い
る
こ
と

を
評
価
し
た
い
、
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
環
境
の
整

備
の
面
で
は
学
校
ご
と
に

格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
き

ち
ん
と
計
画
を
立
て
て
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
全
員
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

《
賛
成
討
論
》

　
本
予
算
は
、
施
政
方
針

で
市
長
が
述
べ
ら
れ
た
市

政
運
営
に
お
け
る
方
針
、

具
体
的
な
事
業
に
つ
い

て
、
５
つ
の
政
策
を
柱
と

し
て
推
進
す
る
内
容
に
な

っ
て
お
り
、
保
育
士
確
保

の
た
め
の
保
育
士
家
賃
補

助
事
業
、
小
中
学
校
ト
イ

レ
の
洋
式
化
や
筑
紫
小
学

校
の
校
舎
増
築
な
ど
の
教

育
環
境
の
整
備
、
長
年
の

懸
案
と
な
っ
て
い
た
Ｊ
Ｒ

二
日
市
駅
西
側
乗
降
口
及

び
駅
前
広
場
の
整
備
な
ど

を
主
な
事
業
と
し
て
、
市

民
の
要
望
に
応
え
る
予
算

に
な
っ
て
い
る
と
考
え

る
。

　
ま
た
、
第
三
次
財
政
計

画
を
規
律
と
し
て
健
全
な

財
政
状
況
を
維
持
し
つ

つ
、
行
政
の
効
率
化
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
し
た

市
長
の
意
思
の
表
れ
で
あ

り
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
は

予
算
を
配
分
す
る
と
い
う

メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た
予
算

編
成
に
な
っ
て
お
り
、
本

予
算
に
賛
成
す
る
。

　３月１０日、 １１日の集中審査では、
７部門２５課か ら７５項目について詳細
な説明を受け、 第六次総合計画に掲げら
れた５つの政策 の推進に向けて編成され
た予算の内容・ 必要性など多様な観点か
ら審査を行いま した。

未来をつくる
すこやかに育つまちへ
自然と都市機能が
調和するまちへ

産業・雇用を
つくる

まちを元気にする
地域経済の活性化

共助社会づくり
いきいきと元気な
協働のまちへ

生活をまもる
安全安心のまちづくり

健康で笑顔
輝くまちへ

行財   政改革

5つ  の政策

ムダを    省いた

効率    的な
行財政    の確立

28の   施策
    122の   基本事業

Ｑ
：
３
課
が
連
携
し

て
取
り
組
む
と
あ
る

が
。

Ａ
：
中
心
は
健
康
推

進
課
。
75
歳
以
上
の

方
の
健
診
結
果
や
医

療
の
デ
ー
タ
等
を
活

用
し
て
の
保
健
事
業

が
展
開
で
き
る
。
状
況
に
応
じ

て
高
齢
者
支
援
課
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
紹
介
な
ど
一

緒
に
動
け
る
。

Ｑ
：
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携

は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

Ａ
：
個
別
に
健
康
診
断
を
受
け

ら
れ
た
方
で
、
血
圧
が
高
い
、

糖
尿
病
の
数
値
が
高
い
と
い
う

方
を
訪
問
す
る
予
定
。
そ
の
際

に
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
聞

き
し
た
り
、
訪
問
の
結
果
を
返

し
た
り
と
い
う
連
携
を
考
え
て

い
る
。

Ｑ
：
自
主
財
源
の
確
保
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
。

Ａ
：
自
主
財
源
は
、
主
に

地
元
自
治
会
か
ら
や
事
業

を
行
っ
た
場
合
の
お
金
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
事
情
が

あ
る
の
で
、
引
き
続
き
協

議
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

Ｑ
：
人
口
が
減
少
し
て
い
く
地
域

の
交
付
金
は
格
差
が
広
が
ら
な
い

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

Ａ
：
交
付
金
は
、
人
口
が
少
な
く

て
も
多
い
と
こ
ろ
で
も
安
定
し
た

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
均
等
割

額
を
増
額
し
て
い
る
。

Ｑ
：
避
難
所
運
営
は
地
域
に
移
行

し
、
経
費
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
賄

う
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
加
算
さ

れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
：
重
要
項
目
と
し
て
防
災
を
挙

げ
て
お
り
、
積
算
基
礎
と
し
て
多

め
に
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会
補
助

Ｑ
：
市
内
で

何
か
所
か
。

年
間
で
ど
の

ぐ
ら
い
利
用

が
あ
る
の

か
。
い
つ
か

ら
で
き
る
よ

う
に
な
る
の

か
。

Ａ
：
市
民
が
普
段
利

用
す
る
市
内
の
コ
ン

ビ
ニ
は
全
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。
証
明

書
を
取
得
さ
れ
る
方

全
体
の
５
％
程
度
を

目
指
し
て
い
る
。

　
５
月
末
か
ら
実
施

で
き
る
よ
う
作
業
を

進
め
て
い
る
。

Ｑ
：
情
報
漏
え
い
に

対
す
る
備
え
は
。

Ａ
：
地
方
公
共
団
体

と
国
だ
け
が
使
用
し

て
い
る
専
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
回
線
で
運
営

す
る
。
情
報
が
漏
え

い
す
る
リ
ス
ク
は
低

い
と
考
え
て
い
る
。

証
明
書
等
の

コ
ン
ビ
ニ

交
付
運
営

Ｑ
：
児
童
生
徒
数

が
増
加
の
見
込

み
。
個
室
の
個
数

を
増
や
す
の
か
。

今
回
４
校
選
定

は
、
ど
う
い
う
基

準
か
。

Ａ
：
数
の
変
更
予

定
は
な
い
。
床
が
乾
式
に
な

っ
て
い
る
箇
所
の
和
便
器
を

洋
便
器
に
替
え
る
工
事
と
い

う
こ
と
で
選
定
し
た
。

Ｑ
：
洋
式
の
割
合
の
少
な
い

と
こ
ろ
が
全
然
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
。

Ａ
：
配
管
も
含
め
て
替
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
大
規
模

改
修
等
で
今
後
検
討
す
る
。

Ｑ
：
小
学
校
11
校
全
校
は
、

い
つ
完
了
す
る
予
定
か
。

Ａ
：
教
育
部
全
体
の
予
算
も

考
え
な
が
ら
、
今
年
度
は
、

こ
の
計
画
を
予
定
し
て
い

る
。 小

中
学
校
ト
イ
レ
整
備

Ｑ
：
完
成
は
い
つ

頃
か
。

Ａ
：
来
年
の
完
成

を
目
指
し
て
い
る

が
、
列
車
を
通
し

な
が
ら
の
工
事
で

あ
り
、
駅
前
広
場

の
工
事
も
あ
る
た

め
、
完
成
時
期
は
未
定
で
あ

る
。

Ｑ
：
こ
の
予
算
は
、
最
後
ま

で
の
総
額
か
。
出
入
り
口
の

名
称
を
つ
け
る
の
は
地
域
振

興
に
も
な
る
が
。

Ａ
：
概
算
で
、
協
議
し
て
い

る
中
の
金
額
を
全
て
上
げ
て

い
る
。
名
称
な
ど
は
こ
れ
か

ら
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
る

が
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
の
必
要

が
あ
る
。 Ｊ

Ｒ
二
日
市
駅

地
区
整
備

Ｑ
：
保
育
園
の
中

に
は
定
数
を
超
え

て
入
所
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る

が
。

Ａ
：
保
育
園
の
面

積
を
フ
ル
に
活
用

し
て
、
保
育
士
を

雇
用
し
、
定
員
を
超
え
て
の

入
所
を
し
て
頂
い
て
い
る
。

Ｑ
：
保
育
の
需
要
が
見
込
ま

れ
る
。
保
育
所
に
入
り
た
い

人
た
ち
の
受
け
入
れ
体
制
が

で
き
て
い
る
か
。

Ａ
：
原
田
保
育
園
の
建
て
替

え
で
30
名
の
増
員
。
家
賃
補

助
事
業
で
保
育
士
を
雇
用
し

保
育
児
童
数
の
確
保
を
し
た

い
。
ま
ず
は
認
可
保
育
所
を

最
大
に
使
い
、
保
育
士
の
雇

用
が
で
き
た
ら
児
童
を
受
け

入
れ
て
い
く
。
企
業
主
導
型

保
育
所
が
３
園
で
き
る
の
で

利
用
案
内
を
す
る
。

保
育
給
付
事
業

Ｑ
：
何
に
使
え
る
の

か
。

Ａ
：
バ
リ
ア
フ
リ

ー
、
省
エ
ネ
化
、
耐

震
補
強
、
耐
久
性
の

工
事
と
、
断
熱
効
果

が
あ
る
ガ
ラ
ス
も
対

象
で
あ
る
。

Ｑ
：
感
染
拡
大
防
止
の
ア
ク

リ
ル
板
や
空
気
清
浄
機
な
ど

に
拡
大
す
る
余
地
は
あ
る

か
。

Ａ
：
目
的
が
住
宅
の
改
修
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、

そ
う
い
う
需
要
が
高
ま
れ
ば

検
討
す
る
必
要
は
あ
る
か
と

思
う
が
現
在
、
補
助
の
予
定

は
な
い
。

Ｑ
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外
の

周
知
は
。
多
世
代
居
住
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
で
中

古
の
住
宅
も
認
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
。

Ａ
：
広
報
３
月
分
に
掲
載
す

る
。
チ
ラ
シ
も
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
で
配
布
を

検
討
し
て
い
る
。
多
世
代
の

リ
フ
ォ
ー
ム
は
そ
の
中
で
伝

え
た
い
。
リ
フ
ォ
ー
ム
も
10

万
円
未
満
だ
が
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

住
宅
改
修
工
事
補
助

高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
化

Ｑ
：
施
政
方
針
に

ご
み
減
量
で
Ｃ
Ｏ
２

削
減
と
あ
っ
た
。

目
標
数
値
は
あ
る

の
か
。

Ａ
：
啓
発
に
は
デ

ー
タ
を
活
用
し
な

が
ら
、
ご
み
減
量

に
努
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
：
筑
紫
野
・
小
郡
・
基
山

清
掃
施
設
組
合
へ
の
負
担
金

額
が
増
加
し
て
い
る
理
由
と

し
て
売
電
価
格
の
減
額
、
ご

み
搬
入
案
分
比
率
の
上
昇
と

あ
る
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
。

Ａ
：
売
電
価
格
は
入
札
減
に

よ
り
売
払
い
単
価
が
下
落
し

た
た
め
減
と
な
る
。

　
ご
み
搬
入
案
分
比
率
に
つ

い
て
は
、
熱
回
収
施
設
の
搬

入
量
が
、
筑
紫
野
市
の
占
め

る
分
が
57.

42
％
で
、
昨
年

か
ら
０.

61
ポ
イ
ン
ト
増
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
搬
入
量
が
57

.

31
％
で
１.

11
ポ
イ
ン
ト
の

増
。

　
要
す
る
に
、
筑
紫
野
市
の

ご
み
の
量
が
増
え
た
こ
と
に

よ
る
負
担
増
と
な
っ
て
い

る
。 ご

み
処
理
と
ご
み
減
量

Ｑ
：
就
業
ま
た
は
育

児
と
修
業
の
両
立
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る

人
は
学
校
も
行
け
な

い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
：
教
育
訓
練
を
受

け
る
こ
と
で
お
子
様

が
保
育
所
に
入
所
で

き
て
、
訓
練
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
：
予
算
額
が
増
え
て
い
る
理

由
は
。
良
い
制
度
で
あ
る
が
周

知
は
。

Ａ
：
人
数
や
受
け
る
講
座
に
よ

っ
て
毎
年
度
違
い
が
出
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
、

離
婚
届
や
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
の
手
続
の
際
に
、
給
付
に
関

す
る
冊
子
を
渡
し
て
い
る
。

母
子
家
庭
自
立
支
援

Ｑ
：
筑
紫
小
学
校
は
急
傾

斜
が
全
体
的
に
あ
る
。
今

回
の
場
所
の
選
定
は
、
ど

う
い
う
根
拠
な
の
か
。

Ａ
：
地
元
や
地
権
者
の
方

か
ら
対
策
の
要
望
が
で

た
。
県
と
共
に
箇
所
の
調

査
を
行
い
、
補
助
金
の
交

付
要
件
も
満
た
す
こ
と
か
ら
、
実

施
す
る
。

Ｑ
：
民
有
地
は
市
が
買
い
上
げ
る

の
か
。
高
低
差
が
あ
る
が
工
期

は
。

Ａ
：
地
権
者
か
ら
の
無
償
譲
渡
。

高
低
差
は
約
11
メ
ー
ト
ル
で
、
工

期
は
来
年
度
末
と
考
え
て
い
る
。

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

Ｑ
：
令
和
３
年
度
予
算
編

成
方
針
は
令
和
２
年
度
予

算
額
か
ら
５
％
削
減
と
し

て
い
る
理
由
は
。

Ａ
：
市
税
は
約
13
億
円
減

と
い
う
見
通
し
で
全
体
予

算
の
4.1
％
減
。
加
え
て
、

扶
助
費
の
増
加
を
見
込
み

５
％
減
を
目
指
し
て
い

る
。

Ｑ
：
国
は
臨
時
財
政
対
策

債
の
発
行
可
能
額
を
示
し

て
い
る
が
、
市
の
方
針

は
。

Ａ
：
臨
時
財
政
対
策
債
は

安
定
し
た
財
政
運
営
に
必

要
不
可
欠
な
財
源
で
あ

り
、
発
行
可
能
額
の
全
額

を
借
り
入
れ
て
い
る
。

Ｑ
：
新
た
な
収
納
方
法
で

あ
る
ス
マ
ホ
決
済
の
導
入

は
市
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に

な
る
の
か
。

Ａ
：
手
数
料
は
コ
ン
ビ
ニ

決
済
と
同
じ
金
額
が
市
の

負
担
と
し
て
か
か
る
。

＊
銀
行
引
き
落
と
し
の
手

数
料
は
全
国
一
律
で
10
円

〜
30
円
位
で
市
の
負
担
は

少
な
い
。 歳

　
入

第六次総合計画

7430万円4億4300万円

18億2335万円

2023万円

2億1300万円273万円

980万円

619万円

5108万円

10億1212万円

なぜ必要なのか
しっかり議論したよ
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（例）③単身世帯で年金収入のみの場合

全員一致

可決

委
員
会
で
の
質
疑

中小企業緊急支援事業

雇用調整助成金活用支援事業

介護サービス事業者への
特別給付金支給事業

障がい福祉サービス事業者への
特別給付金支給事業

保育施設等への
特別給付金支給事業

事業名 内　容 補正予算額

1億2130万円

350万円

1740万円

1340万円

610万円

補正予算による支援策

※給付金額は全て１事業者あたり10万円

総務市民常任委員会文教福祉常任委員会

年金収入２３０万円

年金控除１２０万円

合計所得１１０万円

介護保険料（第６段階）

年額７万５,２１０円

従　　来

年金収入２３０万円

年金控除１１０万円

合計所得１２０万円

介護保険料（第７段階）

年額８万１,７５０円

国の税制改正

年金収入２３０万円

年金控除１１０万円

合計所得１１０万円

介護保険料（第６段階）

年額７万５,２１０円

合計所得

１０万円

引き下げ

市の条例改正

事
業
者
へ
の
支
援
金
・
追
加
補
正

　　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
支
援
策
と

し
て
、
中
小
企
業
緊
急
支

援
事
業
、
雇
用
調
整
助
成

金
活
用
支
援
事
業
、
感
染

症
対
策
等
を
支
援
す
る
事

業
な
ど
合
計
１
億
６
１
７

０
万
円
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。

中
小
企
業
緊
急

支
援
金
の
申
請

期
間
は
、
い
つ
か
ら
始
ま

っ
て
、
い
つ
ま
で
か
。

細
か
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
こ
れ
か
ら
決
め
て
い

く
が
、
開
始
時
期
は
で
き

る
だ
け
早
急
に
支
給
で
き

る
よ
う
対
応
し
た
い
。

事
業
者
数
の
算

定
は
ど
の
よ
う

に
し
た
の
か
。

市
の
把
握
し
て

い
る
実
数
や
こ

れ
ま
で
の
支
給
実
績
に
今

後
想
定
さ
れ
る
分
を
加
味

し
て
算
定
し
て
い
る
。

概
要

概
要

令
和
２
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

国の雇用調整助成金等を活用す
る中小企業を対象に、国への申
請手続に必要となる経費を支援
するため奨励金を支給

介護サービス事業者（介護老人
福祉施設、訪問介護等）の感染
症対策等を支援するため給付金
を再度支給

障がい福祉サービス等事業者
（施設入所支援、居宅介護等）
の感染症対策等を支援するため
給付金を支給

保育施設等（保育所、届出保育
施設、放課後児童クラブ等）の
感染症対策等を支援するため給
付金を支給

国の持続化給付金、一時支援金
等を受給した事業者へ支援金を
支給

全員一致

可決地域活性化商品券補助事業

小中学校スクール・サポート・
スタッフ等配置事業

保育所等感染防止対策事業

新型コロナウイルス感染症対策
のための備品等の整備

事業名 内　容 補正予算額

2000万円

1895万円

770万円

1920万円

補正予算による支援策（主なもの） 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
追
加
補
正

　　

　
福
岡
県
知
事
選
挙
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
支
援
策
と
し

て
、
地
域
活
性
化
商
品
券

補
助
事
業
、
小
中
学
校
ス

ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス

タ
ッ
フ
等
配
置
事
業
、
感

染
症
対
策
の
た
め
の
事
業

な
ど
合
計
７
９
９
６
万
９

千
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。

危
機
管
理
事
業

の
消
耗
品
費
、

庁
用
器
具
購
入
費
は
、
ど

こ
の
指
定
避
難
所
に
ど
の

よ
う
な
備
品
の
配
分
に
な

っ
て
い
る
か
。

配
分
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
ス

ト
ッ
ク
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

令
和
３
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

市内における消費喚起と地域活性
化を図るため、通常時より販売金
額及びプレミアム率を高く設定し
た地域活性化商品券を発行
プレミアム率20％
発行金額3億6000万円
新型コロナウイルス感染症対策及
び学校教育活動の充実を図るた
め、市立小中学校に消毒作業等を
行うスクール・サポート・スタッ
フ及び教職員の業務を支援する学
習支援員を配置

認可保育所、子育て支援センタ
ー、乳児全戸訪問時における感染
症対策のため、マスク・消毒液そ
の他衛生用品の整備

自然災害発生時の避難所や乳幼児
健診会場で使用する新型コロナウ
イルス感染症対策のための備品等
の整備

全員一致

可決

令
和
３
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料
と
平
成
30
年
度
及
び

　
　
　
　
令
和
２
年
度
の
税
制
改
正
に
伴
う
介
護
保
険
料

　　①
65
歳
以
上
の
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
５
年
度
の
介

護
保
険
料
は
、
介
護
保
険

法
に
基
づ
き
、
３
年
を
１

期
と
し
て
市
町
村
が
作
成

す
る
介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
い
て
、
保
険
給
付
に

要
す
る
費
用
の
予
想
額
を

算
定
し
、
決
定
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
基
づ
き
算
出

し
た
本
市
の
介
護
保
険
料

基
準
月
額
は
、
現
在
よ
り

も
５
３
３
円
高
い
５
７
３

３
円
と
な
り
ま
す
が
、
介

護
給
付
費
支
払
準
備
基
金

か
ら
約
２
億
９
０
０
０
万

円
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

こ
の
基
準
月
額
を
２
８
３

円
減
額
し
、
５
４
５
０
円

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
基

準
額
を
基
に
第
１
段
階
か

ら
第
13
段
階
ま
で
の
所
得

段
階
に
区
分
さ
れ
、
保
険

料
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

②
令
和
２
年
度
の
税
制
改

正
で
、
空
き
地
、
空
き

家
、
空
き
店
舗
な
ど
の
用

地
譲
渡
を
促
進
す
る
た

め
、
こ
れ
を
譲
渡
し
た
場

合
の
長
期
譲
渡
所
得
に
対

し
て
１
０
０
万
円
の
特
別

控
除
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
算
定
で

も
、
こ
の
特
別
控
除
が
適

用
さ
れ
る
よ
う
改
正
を
行

い
ま
す
。

③
平
成
30
年
度
の
税
制
改

正
で
、
給
与
所
得
控
除
お

よ
び
公
的
年
金
等
控
除
が

10
万
円
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
で
、
合
計
所
得
金
額

が
10
万
円
上
が
る
こ
と
に

よ
り
、
介
護
保
険
料
の
所

得
段
階
が
上
が
る
と
い
っ

た
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ

う
、
こ
の
算
定
時
に
合
計

所
得
金
額
を
10
万
円
引
き

下
げ
る
改
正
を
行
い
ま

す
。

概
要

筑
紫
野
市
介
護
保
険
条
例（
一
部
改
正
）

全員一致

可決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
予
防
接
種
会
場
の
選
定

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン

の
迅
速
な
接
種
を
目
的
と

し
て
、
筑
紫
野
市
役
所
及

び
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
カ
ミ
ー
リ
ヤ
）
内
に

診
療
所
（
予
防
接
種
会

場
）
の
設
置
を
定
め
る
も

の
で
す
。

　
短
期
間
で
大
量
の
接
種

を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
維
持
で
き
る

こ
と
、
交
通
機
関
が
備
わ

っ
て
い
る
こ
と
、
広
い
駐

車
場
が
あ
る
こ
と
、
冷
暖

房
設
備
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
考
慮
し
、
当
該
施
設
を

選
定
し
ま
し
た
。

接
種
会
場
が
２

箇
所
の
理
由

は
。

医
師
会
と
協
議

し
、
効
率
的
に

実
施
す
る
た
め
２
会
場
と

し
た
。
な
お
、
１
会
場
に

５
レ
ー
ン
を
設
置
し
、
１

時
間
当
た
り
に
75
名
程
度

の
接
種
を
予
定
し
て
い

る
。
（
１
レ
ー
ン
に
つ
き

医
師
１
名
と
看
護
師
２
名

を
配
置
）

地
域
の
病
院
で

も
接
種
で
き
る

の
か
。

医
師
会
か
ら
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
社

製
は
集
団
接
種
を
提
案
さ

れ
て
い
る
。

　
今
後
の
個
別
接
種
で

は
、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社

や
武
田
・
モ
デ
ル
ナ
社
も

対
象
に
な
る
と
思
う
が
、

国
か
ら
の
詳
細
な
情
報
を

踏
ま
え
て
、
協
議
を
進
め

て
い
く
。

概
要

概
要

筑
紫
野
市
立
診
療
所
設
置
条
例（
新
規
制
定
）

山
家
ス
ポ
ー
ツ

公
園
野
球
場

防
球
ネ
ッ
ト

設
置
工
事

所
管
事
務
調
査

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

　　　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
７
本

（
12
ⅿ
）
を
建
て
、
天
井

ネ
ッ
ト
及
び
垂
れ
ネ
ッ
ト

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
場
外
飛
球

を
防
止
し
、
安
全
に
観
戦

や
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
３
月
４
日
に

現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

合計所得

１０万円

引き下げ

議会だより筑紫野 筑紫野7 6令和３年５月１日 192号　議会だより



（例）③単身世帯で年金収入のみの場合

全員一致

可決

委
員
会
で
の
質
疑

中小企業緊急支援事業

雇用調整助成金活用支援事業

介護サービス事業者への
特別給付金支給事業

障がい福祉サービス事業者への
特別給付金支給事業

保育施設等への
特別給付金支給事業

事業名 内　容 補正予算額

1億2130万円

350万円

1740万円

1340万円

610万円

補正予算による支援策

※給付金額は全て１事業者あたり10万円

総務市民常任委員会文教福祉常任委員会

年金収入２３０万円

年金控除１２０万円

合計所得１１０万円

介護保険料（第６段階）

年額７万５,２１０円

従　　来

年金収入２３０万円

年金控除１１０万円

合計所得１２０万円

介護保険料（第７段階）

年額８万１,７５０円

国の税制改正

年金収入２３０万円

年金控除１１０万円

合計所得１１０万円

介護保険料（第６段階）

年額７万５,２１０円

合計所得

１０万円

引き下げ

市の条例改正

事
業
者
へ
の
支
援
金
・
追
加
補
正

　　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
支
援
策
と

し
て
、
中
小
企
業
緊
急
支

援
事
業
、
雇
用
調
整
助
成

金
活
用
支
援
事
業
、
感
染

症
対
策
等
を
支
援
す
る
事

業
な
ど
合
計
１
億
６
１
７

０
万
円
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。

中
小
企
業
緊
急

支
援
金
の
申
請

期
間
は
、
い
つ
か
ら
始
ま

っ
て
、
い
つ
ま
で
か
。

細
か
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
こ
れ
か
ら
決
め
て
い

く
が
、
開
始
時
期
は
で
き

る
だ
け
早
急
に
支
給
で
き

る
よ
う
対
応
し
た
い
。

事
業
者
数
の
算

定
は
ど
の
よ
う

に
し
た
の
か
。

市
の
把
握
し
て

い
る
実
数
や
こ

れ
ま
で
の
支
給
実
績
に
今

後
想
定
さ
れ
る
分
を
加
味

し
て
算
定
し
て
い
る
。

概
要

概
要

令
和
２
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

国の雇用調整助成金等を活用す
る中小企業を対象に、国への申
請手続に必要となる経費を支援
するため奨励金を支給

介護サービス事業者（介護老人
福祉施設、訪問介護等）の感染
症対策等を支援するため給付金
を再度支給

障がい福祉サービス等事業者
（施設入所支援、居宅介護等）
の感染症対策等を支援するため
給付金を支給

保育施設等（保育所、届出保育
施設、放課後児童クラブ等）の
感染症対策等を支援するため給
付金を支給

国の持続化給付金、一時支援金
等を受給した事業者へ支援金を
支給

全員一致

可決地域活性化商品券補助事業

小中学校スクール・サポート・
スタッフ等配置事業

保育所等感染防止対策事業

新型コロナウイルス感染症対策
のための備品等の整備

事業名 内　容 補正予算額

2000万円

1895万円

770万円

1920万円

補正予算による支援策（主なもの） 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
追
加
補
正

　　

　
福
岡
県
知
事
選
挙
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
支
援
策
と
し

て
、
地
域
活
性
化
商
品
券

補
助
事
業
、
小
中
学
校
ス

ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス

タ
ッ
フ
等
配
置
事
業
、
感

染
症
対
策
の
た
め
の
事
業

な
ど
合
計
７
９
９
６
万
９

千
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。

危
機
管
理
事
業

の
消
耗
品
費
、

庁
用
器
具
購
入
費
は
、
ど

こ
の
指
定
避
難
所
に
ど
の

よ
う
な
備
品
の
配
分
に
な

っ
て
い
る
か
。

配
分
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
ス

ト
ッ
ク
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

令
和
３
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

市内における消費喚起と地域活性
化を図るため、通常時より販売金
額及びプレミアム率を高く設定し
た地域活性化商品券を発行
プレミアム率20％
発行金額3億6000万円
新型コロナウイルス感染症対策及
び学校教育活動の充実を図るた
め、市立小中学校に消毒作業等を
行うスクール・サポート・スタッ
フ及び教職員の業務を支援する学
習支援員を配置

認可保育所、子育て支援センタ
ー、乳児全戸訪問時における感染
症対策のため、マスク・消毒液そ
の他衛生用品の整備

自然災害発生時の避難所や乳幼児
健診会場で使用する新型コロナウ
イルス感染症対策のための備品等
の整備

全員一致

可決

令
和
３
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料
と
平
成
30
年
度
及
び

　
　
　
　
令
和
２
年
度
の
税
制
改
正
に
伴
う
介
護
保
険
料

　　①
65
歳
以
上
の
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
５
年
度
の
介

護
保
険
料
は
、
介
護
保
険

法
に
基
づ
き
、
３
年
を
１

期
と
し
て
市
町
村
が
作
成

す
る
介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
い
て
、
保
険
給
付
に

要
す
る
費
用
の
予
想
額
を

算
定
し
、
決
定
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
基
づ
き
算
出

し
た
本
市
の
介
護
保
険
料

基
準
月
額
は
、
現
在
よ
り

も
５
３
３
円
高
い
５
７
３

３
円
と
な
り
ま
す
が
、
介

護
給
付
費
支
払
準
備
基
金

か
ら
約
２
億
９
０
０
０
万

円
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

こ
の
基
準
月
額
を
２
８
３

円
減
額
し
、
５
４
５
０
円

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
基

準
額
を
基
に
第
１
段
階
か

ら
第
13
段
階
ま
で
の
所
得

段
階
に
区
分
さ
れ
、
保
険

料
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

②
令
和
２
年
度
の
税
制
改

正
で
、
空
き
地
、
空
き

家
、
空
き
店
舗
な
ど
の
用

地
譲
渡
を
促
進
す
る
た

め
、
こ
れ
を
譲
渡
し
た
場

合
の
長
期
譲
渡
所
得
に
対

し
て
１
０
０
万
円
の
特
別

控
除
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
算
定
で

も
、
こ
の
特
別
控
除
が
適

用
さ
れ
る
よ
う
改
正
を
行

い
ま
す
。

③
平
成
30
年
度
の
税
制
改

正
で
、
給
与
所
得
控
除
お

よ
び
公
的
年
金
等
控
除
が

10
万
円
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
で
、
合
計
所
得
金
額

が
10
万
円
上
が
る
こ
と
に

よ
り
、
介
護
保
険
料
の
所

得
段
階
が
上
が
る
と
い
っ

た
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ

う
、
こ
の
算
定
時
に
合
計

所
得
金
額
を
10
万
円
引
き

下
げ
る
改
正
を
行
い
ま

す
。

概
要

筑
紫
野
市
介
護
保
険
条
例（
一
部
改
正
）

全員一致

可決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
予
防
接
種
会
場
の
選
定

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン

の
迅
速
な
接
種
を
目
的
と

し
て
、
筑
紫
野
市
役
所
及

び
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
カ
ミ
ー
リ
ヤ
）
内
に

診
療
所
（
予
防
接
種
会

場
）
の
設
置
を
定
め
る
も

の
で
す
。

　
短
期
間
で
大
量
の
接
種

を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
維
持
で
き
る

こ
と
、
交
通
機
関
が
備
わ

っ
て
い
る
こ
と
、
広
い
駐

車
場
が
あ
る
こ
と
、
冷
暖

房
設
備
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
考
慮
し
、
当
該
施
設
を

選
定
し
ま
し
た
。

接
種
会
場
が
２

箇
所
の
理
由

は
。

医
師
会
と
協
議

し
、
効
率
的
に

実
施
す
る
た
め
２
会
場
と

し
た
。
な
お
、
１
会
場
に

５
レ
ー
ン
を
設
置
し
、
１

時
間
当
た
り
に
75
名
程
度

の
接
種
を
予
定
し
て
い

る
。
（
１
レ
ー
ン
に
つ
き

医
師
１
名
と
看
護
師
２
名

を
配
置
）

地
域
の
病
院
で

も
接
種
で
き
る

の
か
。

医
師
会
か
ら
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
社

製
は
集
団
接
種
を
提
案
さ

れ
て
い
る
。

　
今
後
の
個
別
接
種
で

は
、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社

や
武
田
・
モ
デ
ル
ナ
社
も

対
象
に
な
る
と
思
う
が
、

国
か
ら
の
詳
細
な
情
報
を

踏
ま
え
て
、
協
議
を
進
め

て
い
く
。

概
要

概
要

筑
紫
野
市
立
診
療
所
設
置
条
例（
新
規
制
定
）

山
家
ス
ポ
ー
ツ

公
園
野
球
場

防
球
ネ
ッ
ト

設
置
工
事

所
管
事
務
調
査

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

　　　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
７
本

（
12
ⅿ
）
を
建
て
、
天
井

ネ
ッ
ト
及
び
垂
れ
ネ
ッ
ト

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
場
外
飛
球

を
防
止
し
、
安
全
に
観
戦

や
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
３
月
４
日
に

現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

合計所得

１０万円

引き下げ
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日 月 火 水 木 金 土
６/６ 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 ７/１ ２ ３

※変更する場合があります。

・本会議は原則として午前１０時に開かれます。
・６月定例会の請願・陳情の受付は６月３日（木曜日）正午までです。

建設環境常任委員会

全員一致

可決及び

認定

上水道

下水道

給水人口

年間総給水量

排水人口

年間総排水量

８８,４００人

８,０７１,０００㎥

９７,６００人

８,７５７,０００㎥

・福岡県市町村職員退職手当組合を組織する
　地方公共団体の数の増加及び福岡県市町村
　職員退職手当組合規約の変更について
　（原案可決）

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

一般質問 一般質問常任委員会 常任委員会 

本会議
最終日

本会議
初日

常任委員会 常任委員会 本会議

令和３年６月定例会

議案の内容は、市の
ホームページをご覧下さい。

１月臨時会 審議結果（１月２６日）

３月定例会 審議結果（２月２４日～３月２３日）　

条　　例・・・・ １５件（原案可決）

補正予算・・・・ １０件（原案可決） 予　　算・・・・

そ の 他・・・・・ １件

１３件（原案可決）

専決処分・・・・ １９件（承認） １件（原案可決）補正予算・・・・・

利
用
者
増
加
に
よ
り

　
　
　
　収
入
増
と
見
込
ん
で
い
る

　　
令
和
３
年
度
水
道
事
業

の
業
務
活
動
に
関
す
る
収

入
予
定
額
は
20
億
７
４
５

３
万
円
、
支
出
予
定
額
は

19
億
９
３
３
万
８
千
円
。

収
入
額
は
税
込
み
、
約
１

億
６
５
０
０
万
円
の
増
額

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
令
和
３
年
度
下
水
道
事

業
の
業
務
活
動
に
関
す
る

収
入
予
定
額
は
23
億
１
９

１
０
万
７
千
円
、
支
出
予

定
額
が
20
億
８
９
４
４
万

７
千
円
、
収
入
額
は
税
込

み
、
約
２
億
３
０
０
０
万

円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い

る
。

管
の
布
設
替
え

の
基
準
は
ど
の
よ
う
に
定

め
て
い
る
の
か
。

老
朽
管
更
新

は
、
布
設
し
て

か
ら
40
年
前
後
の
も
の
を

対
象
に
し
て
い
る
。
中
で

も
重
要
な
幹
線
道
路
に
入

っ
て
い
る
な
ど
、
優
先
順

位
を
つ
け
て
整
備
を
行
っ

て
い
る
。

概
要

令
和
３
年
度
筑
紫
野
市
上
下
水
道
事
業
会
計
予
算

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
　
　 全
戸
配
布
に
向
け
て
準
備

　
防
災
重
点
た
め
池
で
あ

る
市
内
52
か
所
の
た
め
池

が
地
震
等
に
よ
り
決
壊
し

た
場
合
を
想
定
し
、
緊
急

時
の
迅
速
な
避
難
行
動
へ

つ
な
げ
る
対
策
を
進
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

　
平
成
30
年
の
７
月
豪
雨

に
よ
り
、
広
島
県
を
は
じ

め
と
し
た
西
日
本
各
地
で

た
め
池
が
決
壊
し
被
害
が

出
た
こ
と
を
機
会
に
、
国

の
た
め
池
対
策
が
強
化
さ

れ
、
減
災
対
策
事
業
と
し

て
作
成
す
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
会

に
て
説
明
を
行
い
、
６
月

に
「
全
戸
配
布
」
予
定
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

経
緯

今
後
に
つ
い
て

所
管
事
務
報
告

委
員
会
現
地
視
察

「
産
興
」
処
分
場

　
　
　
　
　立
入
り
確
認

　
平
等
寺
地
区
に
あ
る

「
産
興
」
の
産
業
廃
棄
物

処
分
場
で
平
成
11
年
10

月
、
硫
化
水
素
ガ
ス
が
発

生
し
て
作
業
員
三
人
の
死

亡
事
故
が
起
き
た
。
事
故

発
生
後
は
市
議
会
で
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
福
岡

県
に
対
し
要
望
活
動
な
ど

の
対
応
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
は
、
常
任
委
員
会

で
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

結
果
や
、
受
託
廃
棄
物
の

搬
出
状
況
や
周
辺
の
水
質

を
含
め
た
、
住
民
・
市
民

へ
の
安
全
を
第
一
に
調
査

や
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
度
、
施
設
内
部
の
状

況
を
確
認
す
る
た
め
に
、

福
岡
県
、
事
業
者
に
対

し
、
場
内
視
察
の
申
し
入

れ
、
３
月
24
日
に
現
地
に

入
っ
た
。

概
要

二期処分場　建屋内一期浸透水　貯水槽 二期拡張部　上部から
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議
　
員
　
令
和
元
年
度
の

決
算
時
点
で
は
財
政
力
指

数
、
経
常
収
支
比
率
は
県

下
27
市
の
中
で
第
２
位
と
、

健
全
財
政
で
あ
り
、
高
く

評
価
し
ま
す
。
令
和
３
年

度
の
市
税
は
第
三
次
財
政

計
画
と
比
較
し
て
10
億
円

マ
イ
ナ
ス
の
よ
う
で
す
が
、

令
和
４
年
度
は
も
っ
と
税

収
減
と
な
る
の
で
は
と
、

危
機
的
状
況
を
危
惧
し
て

い
ま
す
が
、
社
会
環
境
、

経
済
環
境
の
中
で
、
総
合

的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
の
か
。

市
　
長
　
将
来
に
与
え
る

影
響
は
未
知
数
で
す
が
、

そ
の
時
々
の
本
市
を
取
り

巻
く
環
境
を
適
切
に
捉
え
、

健
全
な
財
政
運
営
を
図
り

な
が
ら
、
第
六
次
総
合
計

画
の
推
進
を
行
う
。

議
　
員
　
令
和
２
年
度
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
件

数
、
寄
附
金
額
と
も
に
大

き
な
伸
び
を
示
し
、
自
主

財
源
確
保
に
大
き
く
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
本
市
の

特
産
品
を
全
国
に
発
信
す

る
取
組
で
あ
り
ま
す
。
今

後
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
く

た
め
に
は
、
返
礼
品
の
発

掘
が
重
要
な
鍵
で
あ
り
、

生
産
者
に
対
し
、
農
産
物

や
加
工
品
を
増
や
す
た
め

の
推
進
体
制
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
か
。

市
　
長
　
今
後
と
も
Ｊ
Ａ

筑
紫
や
筑
紫
野
物
産
振
興

会
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
制
度
の
周

知
と
謝
礼
品
の
拡
充
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

議
　
員
　
子
ど
も
・
子
育

て
に
係
る
相
談
支
援
体
制

の
充
実
を
図
る
た
め
の
組

織
機
構
見
直
し
の
具
体
的

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

市
　
長
　
子
育
て
支
援
課

は
、
主
に
母
子
保
健
事
業

や
要
保
護
児
童
対
策
等
の

妊
娠
期
か
ら
の
継
続
し
た

支
援
を
行
い
、
新
設
の
保

育
児
童
課
は
、
保
育
所
、

児
童
手
当
等
の
産
後
、
育

児
期
の
子
育
て
支
援
を
行

う
。

議
　
員
　
行
政
手
続
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
強
化
す
る
の
か
。

市
　
長
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
と
活
用
、

各
種
行
政
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
　
員
　
Ｊ
Ｔ
九
州
工
場

の
閉
鎖
に
よ
る
雇
用
や
経

済
、
税
収
面
に
及
ぼ
す
影

響
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

市
　
長
　
雇
用
や
税
収
、

周
辺
産
業
へ
の
波
及
な
ど

様
々
な
方
面
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
と
深
刻

に
受
け
止
め
て
い
る
。
一

方
で
、
一
部
の
関
連
会
社

が
事
業
を
継
続
さ
れ
る
と

も
聞
い
て
お
り
、
Ｊ
Ｔ
の

方
針
や
計
画
を
伺
い
な
が

ら
、
市
と
し
て
必
要
な
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

議
　
員
　
現
在
、
企
業
が

進
出
し
、
税
収
の
増
加
、

雇
用
等
の
促
進
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。
企
業
誘
致
の

横
尾 

秋
洋 

議
員

つ
く
し
野

施政方針を問う代表
質問
　筑紫野市議会では、市長が施政方針（市政運営の基本的な方向性）を
示す定例会で、代表質問を行っています。
　３月定例会の初日に市長から施政方針が述べられ、定例会２日目に会
派代表質問を行い、３会派の議員が市長の考えを質しました。

代
表
質
問

現
状
、
用
地
確
保
の
計
画

等
は
。

市
　
長
　
流
通
業
務
施
設

等
の
立
地
が
進
ん
で
お
り
、

今
後
も
本
市
の
特
性
を
生

か
し
な
が
ら
、
企
業
の
受

け
皿
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

議
　
員
　
農
業
従
事
者
の

減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、

次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く

た
め
の
農
業
者
の
育
成
と

農
業
の
生
産
性
向
上
策
に

つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

市
　
長
　
地
域
に
応
じ
た

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
後
と
も

福
岡
県
や
Ｊ
Ａ
筑
紫
な
ど

と
連
携
を
し
て
い
く
。

議
　
員
　
地
下
河
川
の
整

備
の
進
捗
状
況
と
そ
の
効

果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
。

市
　
長
　
福
岡
県
に
お
い

て
地
下
河
川
内
部
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
よ
る
仕
上
げ

作
業
及
び
流
入
・
流
出
施

設
の
整
備
を
今
年
の
出
水

期
前
ま
で
に
完
成
さ
せ
る

よ
う
進
め
ら
れ
て
い
る
。

効
果
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
７
月
の
豪
雨
時
に
お
い

て
既
に
発
揮
さ
れ
て
お
り
、

平
成
26
年
８
月
22
日
の
豪

雨
災
害
と
同
規
模
の
降
雨

時
に
お
い
て
も
周
辺
地
域

の
床
上
浸
水
被
害
を
防
ぐ

も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
　
員
　
市
域
全
般
の
豪

雨
等
を
見
据
え
た
防
災
対

策
は
。

市
　
長
　
災
害
警
戒
本
部
、

災
害
対
策
本
部
体
制
を
取

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
連
携
し
な
が
ら
、
迅
速

に
対
応
す
る
体
制
を
構
築

し
て
い
る
。
本
年
新
た
に
、

近
年
の
気
象
状
況
を
反
映

し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
こ
と
と
併
せ
、

自
主
防
災
組
織
の
体
制
強

化
を
支
援
し
て
い
く
。

議
　
員
　
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
は
ま
ち
づ
く
り

に
依
存
感
が
あ
る
が
、
行

政
と
し
て
の
指
針
は
。

市
　
長
　
将
来
的
に
は
向

こ
う
三
軒
両
隣
で
支
え
合

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
。
こ
の
実
現
の

た
め
に
、
ま
ず
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ご
と
に
課
題
を
共

有
し
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
む
。

議
　
員
　
ワ
ク
チ
ン
接
種

へ
の
理
解
を
得
る
た
め
の

広
報
や
、
接
種
を
希
望
す

る
市
民
の
接
種
が
完
了
す

る
期
間
は
ど
の
く
ら
い
と

見
積
も
っ
て
あ
る
の
か
。

市
　
長
　
対
象
者
に
案
内

通
知
を
行
う
ほ
か
、
広
報

紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
、
広
く
周
知
を

図
る
。
接
種
期
間
に
つ
い

ただ

て
は
、
接
種
体
制
や
国
の

ワ
ク
チ
ン
供
給
配
分
も
影

響
す
る
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
見
込
む
こ
と
は
困
難

で
す
が
、
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
。

議
　
員
　
高
齢
化
や
認
知

症
の
増
加
に
伴
い
、
暮
ら

し
の
安
全
対
策
は
急
務
だ

と
考
え
ま
す
が
、
民
間
な

ど
と
の
連
携
は
。

市
　
長
　
現
在
、
仕
組
み

と
し
て
、
新
聞
販
売
店
な

ど
21
企
業
と
高
齢
者
見
守

り
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

今
後
は
、
さ
ら
に
民
間
企

業
と
の
連
携
が
拡
が
る
よ

う
取
り
組
む
。

議
　
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
衆
知
を
集
め
て
策
定
し

た
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
進
捗
管
理
や
支
援
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

市
　
長
　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
運
営
協
議
会
の
会
議
等

を
通
じ
て
進
捗
状
況
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
地
域

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
既
存
事
業

の
見
直
し
や
新
規
事
業
の

企
画
に
つ
い
て
助
言
指
導

を
行
う
な
ど
、
必
要
な
支

援
を
お
こ
な
う
。

議
　
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

役
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、

担
い
手
不
足
・
組
織
強

化
・
人
材
発
掘
や
人
材
育

成
の
支
援
は
。

市
　
長
　
事
務
局
体
制
の

強
化
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
主
催
講
座
な
ど
の
各

種
講
座
や
地
域
独
自
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
の

活
用
に
よ
り
、
人
材
の
育

成
に
努
め
る
。

議
　
員
　
７
つ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
活
動
し
て
き
た

が
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

人
口
格
差
の
解
消
は
。

市
　
長
　
人
口
の
多
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
区
単
位
で
の
活
動

を
行
う
な
ど
、
地
域
の
特

徴
に
応
じ
た
取
組
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
７
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
状
況
の
把
握
に
努
め

る
も
の
と
し
、
今
後
の
課

題
と
す
る
。

議
　
員
　
令
和
３
年
度
よ

り
学
級
編
成
を
35
人
体
制

へ
段
階
的
に
実
施
さ
れ
て

い
く
が
、
今
後
の
課
題
は

何
か
。

市
　
長
　
教
室
数
の
確
保

や
教
職
員
の
配
置
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
教
室
数
の

確
保
に
つ
い
て
は
児
童
数

の
推
計
を
参
考
に
し
、
教

職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は

福
岡
県
教
育
委
員
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
各
学
校
の

置
か
れ
て
い
る
実
情
に
応

じ
て
、
必
要
な
対
策
を
検

討
し
て
い
く
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
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感
染
症
に
よ
る
税
収
減

少
の
影
響
は



議
　
員
　
令
和
元
年
度
の

決
算
時
点
で
は
財
政
力
指

数
、
経
常
収
支
比
率
は
県

下
27
市
の
中
で
第
２
位
と
、

健
全
財
政
で
あ
り
、
高
く

評
価
し
ま
す
。
令
和
３
年

度
の
市
税
は
第
三
次
財
政

計
画
と
比
較
し
て
10
億
円

マ
イ
ナ
ス
の
よ
う
で
す
が
、

令
和
４
年
度
は
も
っ
と
税

収
減
と
な
る
の
で
は
と
、

危
機
的
状
況
を
危
惧
し
て

い
ま
す
が
、
社
会
環
境
、

経
済
環
境
の
中
で
、
総
合

的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
の
か
。

市
　
長
　
将
来
に
与
え
る

影
響
は
未
知
数
で
す
が
、

そ
の
時
々
の
本
市
を
取
り

巻
く
環
境
を
適
切
に
捉
え
、

健
全
な
財
政
運
営
を
図
り

な
が
ら
、
第
六
次
総
合
計

画
の
推
進
を
行
う
。

議
　
員
　
令
和
２
年
度
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
件

数
、
寄
附
金
額
と
も
に
大

き
な
伸
び
を
示
し
、
自
主

財
源
確
保
に
大
き
く
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
本
市
の

特
産
品
を
全
国
に
発
信
す

る
取
組
で
あ
り
ま
す
。
今

後
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
く

た
め
に
は
、
返
礼
品
の
発

掘
が
重
要
な
鍵
で
あ
り
、

生
産
者
に
対
し
、
農
産
物

や
加
工
品
を
増
や
す
た
め

の
推
進
体
制
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
か
。

市
　
長
　
今
後
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Ｊ
Ａ

筑
紫
や
筑
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野
物
産
振
興

会
の
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と
の
連
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を

図
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が
ら
、
制
度
の
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知
と
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の
拡
充
に
取
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ん
で
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く
。

議
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を
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具
体
的

内
容
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の
よ
う
な
も
の

か
。

市
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課
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母
子
保
健
事
業
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要
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児
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等
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期
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ら
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継
続
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を
行
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児
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児
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後
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期
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行
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に
強
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す
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か
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ド
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と
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面
に
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面
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影
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も
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が
事
業
を
継
続
さ
れ
る
と
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の
計
画

等
は
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市
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通
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等
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立
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ん
で
お
り
、

今
後
も
本
市
の
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が
ら
、
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今
年
の
出
水

期
前
ま
で
に
完
成
さ
せ
る

よ
う
進
め
ら
れ
て
い
る
。

効
果
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
７
月
の
豪
雨
時
に
お
い

て
既
に
発
揮
さ
れ
て
お
り
、

平
成
26
年
８
月
22
日
の
豪

雨
災
害
と
同
規
模
の
降
雨

時
に
お
い
て
も
周
辺
地
域

の
床
上
浸
水
被
害
を
防
ぐ

も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
　
員
　
市
域
全
般
の
豪

雨
等
を
見
据
え
た
防
災
対

策
は
。

市
　
長
　
災
害
警
戒
本
部
、

災
害
対
策
本
部
体
制
を
取

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
連
携
し
な
が
ら
、
迅
速

に
対
応
す
る
体
制
を
構
築

し
て
い
る
。
本
年
新
た
に
、

近
年
の
気
象
状
況
を
反
映

し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
こ
と
と
併
せ
、

自
主
防
災
組
織
の
体
制
強

化
を
支
援
し
て
い
く
。

議
　
員
　
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
は
ま
ち
づ
く
り

に
依
存
感
が
あ
る
が
、
行

政
と
し
て
の
指
針
は
。

市
　
長
　
将
来
的
に
は
向

こ
う
三
軒
両
隣
で
支
え
合

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
。
こ
の
実
現
の

た
め
に
、
ま
ず
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ご
と
に
課
題
を
共

有
し
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
む
。

議
　
員
　
ワ
ク
チ
ン
接
種

へ
の
理
解
を
得
る
た
め
の

広
報
や
、
接
種
を
希
望
す

る
市
民
の
接
種
が
完
了
す

る
期
間
は
ど
の
く
ら
い
と

見
積
も
っ
て
あ
る
の
か
。

市
　
長
　
対
象
者
に
案
内

通
知
を
行
う
ほ
か
、
広
報

紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
、
広
く
周
知
を

図
る
。
接
種
期
間
に
つ
い

ただ

て
は
、
接
種
体
制
や
国
の

ワ
ク
チ
ン
供
給
配
分
も
影

響
す
る
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
見
込
む
こ
と
は
困
難

で
す
が
、
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
。

議
　
員
　
高
齢
化
や
認
知

症
の
増
加
に
伴
い
、
暮
ら

し
の
安
全
対
策
は
急
務
だ

と
考
え
ま
す
が
、
民
間
な

ど
と
の
連
携
は
。

市
　
長
　
現
在
、
仕
組
み

と
し
て
、
新
聞
販
売
店
な

ど
21
企
業
と
高
齢
者
見
守

り
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

今
後
は
、
さ
ら
に
民
間
企

業
と
の
連
携
が
拡
が
る
よ

う
取
り
組
む
。

議
　
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
衆
知
を
集
め
て
策
定
し

た
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
進
捗
管
理
や
支
援
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

市
　
長
　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
運
営
協
議
会
の
会
議
等

を
通
じ
て
進
捗
状
況
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
地
域

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
既
存
事
業

の
見
直
し
や
新
規
事
業
の

企
画
に
つ
い
て
助
言
指
導

を
行
う
な
ど
、
必
要
な
支

援
を
お
こ
な
う
。

議
　
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

役
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、

担
い
手
不
足
・
組
織
強

化
・
人
材
発
掘
や
人
材
育

成
の
支
援
は
。

市
　
長
　
事
務
局
体
制
の

強
化
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
主
催
講
座
な
ど
の
各

種
講
座
や
地
域
独
自
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
の

活
用
に
よ
り
、
人
材
の
育

成
に
努
め
る
。

議
　
員
　
７
つ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
活
動
し
て
き
た

が
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

人
口
格
差
の
解
消
は
。

市
　
長
　
人
口
の
多
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、

小
学
校
区
単
位
で
の
活
動

を
行
う
な
ど
、
地
域
の
特

徴
に
応
じ
た
取
組
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
７
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
状
況
の
把
握
に
努
め

る
も
の
と
し
、
今
後
の
課

題
と
す
る
。

議
　
員
　
令
和
３
年
度
よ

り
学
級
編
成
を
35
人
体
制

へ
段
階
的
に
実
施
さ
れ
て

い
く
が
、
今
後
の
課
題
は

何
か
。

市
　
長
　
教
室
数
の
確
保

や
教
職
員
の
配
置
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
教
室
数
の

確
保
に
つ
い
て
は
児
童
数

の
推
計
を
参
考
に
し
、
教

職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は

福
岡
県
教
育
委
員
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
各
学
校
の

置
か
れ
て
い
る
実
情
に
応

じ
て
、
必
要
な
対
策
を
検

討
し
て
い
く
。

つくし野

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

議

　員

市

　長

ふ
る
さ
と
納
税

子
育
て
支
援
体
制

Ｊ
Ｔ
九
州
工
場

行
政
デ
ジ
タ
ル
化

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

議

　員

議

　員

議

　員

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

議

　員

議

　員

議

　員

農

業

者

振

興

議

　員

議

　員

企

業

誘

致

議

　員

浸
水
対
策
事
業

議

　員

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

議

　員

全
域
防
災
対
策

議

　員

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

見本

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

議

　員

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

議

　員
行
財
政
改
革

産
業
・
雇
用
を

つ
く
る

生
活
を
ま
も
る

学

級

編

成

議

　員
未
来
を
つ
く
る

共
助
社
会

づ
く
り
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
税
収
減

少
の
影
響
は



議
　
員
　
改
修
計
画
の
進

捗
状
況
及
び
完
了
し
た
学

校
の
児
童
生
徒
の
反
応
は
。

市
　
長
　
工
事
が
完
了
し

た
４
校
以
外
の
小
中
学
校

に
つ
い
て
も
、
児
童
生
徒

が
学
校
で
安
心
し
て
快
適

に
過
ご
せ
る
よ
う
、
計
画

的
に
ト
イ
レ
改
修
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒

か
ら
は
、「
ト
イ
レ
が
き
れ

い
に
な
り
、気
持
ち
よ
く

使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
大
切
に
丁
寧
に
使
っ
て

い
き
た
い
」
な
ど
の
多
く

の
感
謝
の
言
葉
が
届
い
た
。

議
　
員
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
用

し
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を

し
て
い
く
の
か
。
「
確
か

な
学
力
」
「
豊
か
な
心
」

「
健
や
か
な
体
」
を
つ
く

り
上
げ
る
に
向
け
、
ど
の

よ
う
な
計
画
に
基
づ
き
展

開
し
て
い
く
の
か
。

市
　
長
　
教
育
施
策
大
綱

に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
実

践
し
て
き
た
知
・
徳
・
体

に
わ
た
る
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
教
育
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に

つ
い
て
は
、
新
学
習
指
導

要
領
に
沿
い
な
が
ら
、
各

教
科
等
の
指
導
に
お
い
て
、

国
が
示
し
て
い
る
活
用
事

例
な
ど
を
参
考
に
効
果
的

な
運
用
に
努
め
る
。

議
　
員
　
広
域
認
定
を
受

け
た
塔
原
塔
跡
や
阿
志
岐

山
城
跡
等
の
保
存
活
用
計

画
は
い
つ
策
定
さ
れ
、
周

辺
と
の
広
域
連
携
は
。

市
　
長
　
ま
ず
は
優
先
順

位
を
決
め
、
順
次
策
定
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、

周
辺
と
の
広
域
連
携
に
つ

い
て
は
、
現
在
も
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
日
本
遺

産
の
活
性
化
を
含
め
て
継

続
す
る
。

議
　
員
　
健
康
増
進
・
維

持
等
の
た
め
、
市
内
各
地

で
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
て
い
る
が
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

は
。

市
　
長
　
現
時
点
に
お
い

て
新
設
及
び
増
設
等
の
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

も
既
存
施
設
の
有
効
活
用

を
図
っ
て
い
く
た
め
、
定

期
的
な
点
検
や
計
画
的
な

施
設
の
安
全
性
と
快
適
性

を
高
め
る
改
修
並
び
に
設

備
の
更
新
等
を
継
続
す
る
。

議
　
員
　
第
三
次
環
境
基

本
計
画
に
基
づ
く
循
環
型

社
会
の
構
築
の
た
め
、
ご

み
減
量
や
環
境
保
全
に
資

す
る
取
組
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

市
　
長
　
分
か
り
や
す
い

情
報
提
供
と
啓
発
に
よ
り
、

ご
み
の
減
量
化
を
図
り
、

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目

指
し
ま
す
。

議
　
員
　
山
家
地
区
に
建

設
予
定
の
産
業
廃
棄
物
処

理
施
設
が
完
成
す
る
に
あ

た
り
、
市
民
の
安
全
安
心

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
。
ま
た
、
同
施
設
が
完

成
す
る
前
に
周
辺
の
水
質

や
大
気
の
調
査
を
市
で
実

施
し
て
は
ど
う
か
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
は
。

市
　
長
　
県
と
連
携
を
図

り
、
法
令
に
基
づ
き
、
生

活
環
境
の
保
全
に
努
め
る
。

議
　
員
　
筑
紫
・
原
田
線
、

筑
紫
野
イ
ン
タ
ー
線
、
山

口
・
原
田
線
が
完
成
し
た

場
合
の
都
市
機
能
と
し
て

の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。

市
　
長
　
地
域
間
を
結
ぶ

道
路
網
の
強
化
及
び
広
域

交
通
網
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
を
図
る
も
の
と
考
え
る
。

議
　
員
　
完
成
に
伴
い
自

由
通
路
と
都
市
計
画
道
路

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

市
　
長
　
人
や
車
の
流
れ

を
的
確
に
捉
え
、
自
由
通

路
及
び
未
着
手
区
間
の
あ

る
路
線
も
含
め
、
広
域
的

な
視
野
を
も
っ
て
考
え
て

い
き
ま
す
。

議
　
員
　
筑
紫
駅
西
口
の

土
地
区
画
整
理
事
業
と
Ｊ

Ｒ
二
日
市
駅
西
側
乗
降
口

完
成
に
よ
る
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
効
果
は
。

市
　
長
　
利
便
性
が
高
く

災
害
に
強
い
魅
力
あ
る
町

並
み
形
成
に
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

議
　
員
　
市
長
が
掲
げ
る

施
策
を
十
分
に
推
進
で
き

る
予
算
と
な
っ
て
い
る
の

か
。

市
　
長
　
令
和
３
年
度
予

算
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

安
全
安
心
を
守
り
、
暮
ら

し
を
支
え
る
た
め
、
重
点

施
策
で
あ
る
筑
紫
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
事
業
を
は

じ
め
、
第
六
次
総
合
計
画

に
掲
げ
る
施
策
を
推
進
す

る
予
算
と
し
て
お
り
ま
す
。

議
　
員
　
先
行
き
が
不
透

明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
本
市
の
財
政
状
況

は
不
測
の
事
態
に
も
耐
え

得
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

の
か
。

市
　
長
　
様
々
な
不
測
の

事
態
が
生
じ
た
場
合
で
も

健
全
な
財
政
状
況
を
保
つ

べ
く
適
切
に
対
応
し
て
い

く
。

つくし野公明党筑紫野市議団
旧
庁
舎
・
ジ
ャ
ス
コ 

跡
地
の
活
用
は

議
　
員
　
本
市
の
第
三
次

財
政
計
画
に
、
市
有
財
産

の
売
却
及
び
有
効
活
用
等

行
い
計
画
的
な
資
産
の
売

却
を
進
め
、
当
分
の
間

（
十
年
間
）
利
用
予
定
の

な
い
財
産
は
賃
貸
借
に
よ

り
利
用
を
図
る
と
し
て
い

る
。

　
旧
庁
舎
・
ジ
ャ
ス
コ
跡

地
の
活
用
を
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
お
尋
ね
す
る
。

市
　
長
　
様
々
な
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
、
そ
の
時

の
情
勢
に
応
じ
て
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

地
方
創
生
臨
時
交
付

金
（
地
域
経
済
対
応

分
）
の
使
途
は

議
　
員
　
国
の
第
三
次
補

正
予
算
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
は
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
中
小

企
業
の
支
援
や
雇
用
の
創

出
に
資
す
る
事
業
に
つ
い

て
地
方
公
共
団
体
独
自
の

措
置
に
も
積
極
的
に
活
用

し
て
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。

約
一
年
に
も
及
ぶ
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
売
上
が
30
％

前
後
減
少
し
て
い
る
事
業

者
は
一
時
支
援
金
の
対
象

に
な
ら
な
い
。
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
地
域
経
済

対
応
分
の
使
途
に
つ
い
て

お
考
え
を
お
尋
ね
す
る
。

市
　
長
　
感
染
拡
大
の
動

向
や
国
、
県
、
近
隣
自
治

体
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え

な
が
ら
有
効
に
活
用
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
観
光
振
興
策

は議
　
員
　
福
岡
県
は
宿
泊

税
交
付
金
を
宿
泊
者
数
８

割
・
旅
行
者
数
２
割
で
配

分
し
決
定
し
た
。
こ
の
交

付
金
は
市
町
村
が
地
域
資

源
を
活
用
し
た
新
た
な
観

光
資
源
開
発
、
観
光
ス
ポ

ッ
ト
の
受
入
環
境
整
備
等

に
自
由
に
活
用
で
き
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
観
光
振
興
策
は
。

市
　
長
　
観
光
協
会
や
関

連
団
体
等
と
協
議
を
行
い

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

福
祉
避
難
所
確
保
・ 

運
営
に
関
す
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
活
用
は

議
　
員
　
当
市
に
も
警
固

断
層
帯
が
あ
り
、
２
０
０

５
年
の
福
岡
西
方
沖
地
震

で
海
側
の
北
西
部
が
動
い

た
が
、
南
東
部
の
陸
側
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
積
し
た

ま
ま
で
今
後
数
十
年
は
注

意
が
必
要
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
県
は
、
福
祉
避
難

所
確
保
・
運
営
に
関
す
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、

平
時
に
福
祉
避
難
所
の
対

象
と
な
る
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
や
人
工
呼
吸
器
、
酸

素
供
給
装
置
等
を
使
用
し

て
い
る
在
宅
の
難
病
患
者

等
の
概
数
の
把
握
を
行
う

よ
う
明
記
し
て
い
る
。
当

市
の
活
用
は
。

市
　
長
　
カ
ミ
ー
リ
ヤ
を

福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定

し
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

乳
幼
児
な
ど
要
配
慮
者
の

概
数
の
把
握
と
必
要
と
な

る
資
機
材
の
確
保
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策

の
地
域
課
題
の
解
決

と
対
策
は

議
　
員
　
第
二
次
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
基
本
計
画
に
は
、

現
状
の
課
題
と
し
て
複
数

小
学
校
区
を
も
つ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
は
会
議
や
事
業

等
運
営
面
で
難
し
い
点
が

あ
る
事
や
、
市
の
交
付
金

以
外
の
財
源
確
保
を
検
討

す
る
と
共
に
、
効
率
的
な

運
営
に
向
け
た
事
業
の
見

直
し
取
組
が
必
要
等
の
意

見
が
あ
る
。
現
状
の
課
題

と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

の
お
考
え
を
お
尋
ね
す
る
。

市
　
長
　
地
域
防
災
や
地

域
福
祉
の
推
進
、
そ
し
て

次
世
代
の
担
い
手
等
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
む

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

営
協
議
会
の
事
業
の
見
直

し
と
組
織
体
制
の
強
化
、

人
材
の
育
成
等
を
支
援
し

て
参
り
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
の
保

育
の
受
け
皿
整
備
は

議
　
員
　
本
市
の
保
育
士

の
雇
用
数
は
昨
年
度
３
７

９
人
か
ら
本
年
度
は
３
９

４
人
と
15
人
増
加
し
た
が
、

保
育
所
の
申
込
は
昨
年
度

２
２
７
０
人
に
対
し
、
本

年
度
は
２
３
４
３
人
と
73

人
増
え
て
い
る
。
厚
労
省

が
目
標
と
し
て
い
る
女
性

の
就
業
率
は
令
和
７
年
82

％
で
あ
る
。
対
応
し
て
い

く
為
に
は
、
更
な
る
保
育

の
受
け
皿
確
保
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
本
市
の
計
画

は
。

市
　
長
　
市
立
保
育
所
の

施
設
整
備
に
伴
い
、
入
所

定
員
を
増
員
す
る
予
定
で

ご
ざ
い
ま
す
。
人
材
確
保

と
離
職
防
止
を
目
的
に
市

内
の
私
立
保
育
所
に
勤
務

す
る
保
育
士
に
対
し
、
家

賃
の
一
部
を
補
助
す
る
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
西
側
乗

降
口
及
び
駅
前
広
場

の
整
備
は

議
　
員
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
西

口
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と
の
協

議
が
整
い
つ
つ
あ
る
と
の

事
で
、
署
名
を
頂
い
た
２

３
８
７
７
名
の
皆
様
を
は

じ
め
多
く
の
方
が
喜
ば
れ

る
。
概
要
を
お
尋
ね
す
る
。

市
　
長
　
既
存
の
跨
線
橋

に
接
続
す
る
形
で
乗
降
口

を
整
備
す
る
と
共
に
面
積

３
千
平
方
ｍ
の
駅
前
広
場

の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

小
中
学
校
ト
イ
レ

山
本 

加
奈
子

　
　
　
　
　
　議
員

公
明
党 

筑
紫
野
市
議
団

市

　長

市

　長

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

議

　員

市

　長

市

　長

議

　員

市

　長

市

　長

市

　長

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

議

　員

日

本

遺

産

議

　員

循

環

型

社

会

議

　員

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

都
市
計
画
道
路

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西
側
乗
降
口

ス
ポ
ー
ツ
施
設

議

　員

予
算
編
成
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議
　
員
　
改
修
計
画
の
進

捗
状
況
及
び
完
了
し
た
学

校
の
児
童
生
徒
の
反
応
は
。

市
　
長
　
工
事
が
完
了
し

た
４
校
以
外
の
小
中
学
校

に
つ
い
て
も
、
児
童
生
徒

が
学
校
で
安
心
し
て
快
適

に
過
ご
せ
る
よ
う
、
計
画

的
に
ト
イ
レ
改
修
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒

か
ら
は
、「
ト
イ
レ
が
き
れ

い
に
な
り
、気
持
ち
よ
く

使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
大
切
に
丁
寧
に
使
っ
て

い
き
た
い
」
な
ど
の
多
く

の
感
謝
の
言
葉
が
届
い
た
。

議
　
員
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
用

し
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を

し
て
い
く
の
か
。
「
確
か

な
学
力
」
「
豊
か
な
心
」

「
健
や
か
な
体
」
を
つ
く

り
上
げ
る
に
向
け
、
ど
の

よ
う
な
計
画
に
基
づ
き
展

開
し
て
い
く
の
か
。

市
　
長
　
教
育
施
策
大
綱

に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
実

践
し
て
き
た
知
・
徳
・
体

に
わ
た
る
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
教
育
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に

つ
い
て
は
、
新
学
習
指
導

要
領
に
沿
い
な
が
ら
、
各

教
科
等
の
指
導
に
お
い
て
、

国
が
示
し
て
い
る
活
用
事

例
な
ど
を
参
考
に
効
果
的

な
運
用
に
努
め
る
。

議
　
員
　
広
域
認
定
を
受

け
た
塔
原
塔
跡
や
阿
志
岐

山
城
跡
等
の
保
存
活
用
計

画
は
い
つ
策
定
さ
れ
、
周

辺
と
の
広
域
連
携
は
。

市
　
長
　
ま
ず
は
優
先
順

位
を
決
め
、
順
次
策
定
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、

周
辺
と
の
広
域
連
携
に
つ

い
て
は
、
現
在
も
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
日
本
遺

産
の
活
性
化
を
含
め
て
継

続
す
る
。

議
　
員
　
健
康
増
進
・
維

持
等
の
た
め
、
市
内
各
地

で
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
て
い
る
が
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

は
。

市
　
長
　
現
時
点
に
お
い

て
新
設
及
び
増
設
等
の
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

も
既
存
施
設
の
有
効
活
用

を
図
っ
て
い
く
た
め
、
定

期
的
な
点
検
や
計
画
的
な

施
設
の
安
全
性
と
快
適
性

を
高
め
る
改
修
並
び
に
設

備
の
更
新
等
を
継
続
す
る
。

議
　
員
　
第
三
次
環
境
基

本
計
画
に
基
づ
く
循
環
型

社
会
の
構
築
の
た
め
、
ご

み
減
量
や
環
境
保
全
に
資

す
る
取
組
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

市
　
長
　
分
か
り
や
す
い

情
報
提
供
と
啓
発
に
よ
り
、

ご
み
の
減
量
化
を
図
り
、

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目

指
し
ま
す
。

議
　
員
　
山
家
地
区
に
建

設
予
定
の
産
業
廃
棄
物
処

理
施
設
が
完
成
す
る
に
あ

た
り
、
市
民
の
安
全
安
心

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
。
ま
た
、
同
施
設
が
完

成
す
る
前
に
周
辺
の
水
質

や
大
気
の
調
査
を
市
で
実

施
し
て
は
ど
う
か
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
は
。

市
　
長
　
県
と
連
携
を
図

り
、
法
令
に
基
づ
き
、
生

活
環
境
の
保
全
に
努
め
る
。

議
　
員
　
筑
紫
・
原
田
線
、

筑
紫
野
イ
ン
タ
ー
線
、
山

口
・
原
田
線
が
完
成
し
た

場
合
の
都
市
機
能
と
し
て

の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。

市
　
長
　
地
域
間
を
結
ぶ

道
路
網
の
強
化
及
び
広
域

交
通
網
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
を
図
る
も
の
と
考
え
る
。

議
　
員
　
完
成
に
伴
い
自

由
通
路
と
都
市
計
画
道
路

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

市
　
長
　
人
や
車
の
流
れ

を
的
確
に
捉
え
、
自
由
通

路
及
び
未
着
手
区
間
の
あ

る
路
線
も
含
め
、
広
域
的

な
視
野
を
も
っ
て
考
え
て

い
き
ま
す
。

議
　
員
　
筑
紫
駅
西
口
の

土
地
区
画
整
理
事
業
と
Ｊ

Ｒ
二
日
市
駅
西
側
乗
降
口

完
成
に
よ
る
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
効
果
は
。

市
　
長
　
利
便
性
が
高
く

災
害
に
強
い
魅
力
あ
る
町

並
み
形
成
に
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

議
　
員
　
市
長
が
掲
げ
る

施
策
を
十
分
に
推
進
で
き

る
予
算
と
な
っ
て
い
る
の

か
。

市
　
長
　
令
和
３
年
度
予

算
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

安
全
安
心
を
守
り
、
暮
ら

し
を
支
え
る
た
め
、
重
点

施
策
で
あ
る
筑
紫
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
事
業
を
は

じ
め
、
第
六
次
総
合
計
画

に
掲
げ
る
施
策
を
推
進
す

る
予
算
と
し
て
お
り
ま
す
。

議
　
員
　
先
行
き
が
不
透

明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
本
市
の
財
政
状
況

は
不
測
の
事
態
に
も
耐
え

得
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

の
か
。

市
　
長
　
様
々
な
不
測
の

事
態
が
生
じ
た
場
合
で
も

健
全
な
財
政
状
況
を
保
つ

べ
く
適
切
に
対
応
し
て
い

く
。

つくし野公明党筑紫野市議団
旧
庁
舎
・
ジ
ャ
ス
コ 

跡
地
の
活
用
は

議
　
員
　
本
市
の
第
三
次

財
政
計
画
に
、
市
有
財
産

の
売
却
及
び
有
効
活
用
等

行
い
計
画
的
な
資
産
の
売

却
を
進
め
、
当
分
の
間

（
十
年
間
）
利
用
予
定
の

な
い
財
産
は
賃
貸
借
に
よ

り
利
用
を
図
る
と
し
て
い

る
。

　
旧
庁
舎
・
ジ
ャ
ス
コ
跡

地
の
活
用
を
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
お
尋
ね
す
る
。

市
　
長
　
様
々
な
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
、
そ
の
時

の
情
勢
に
応
じ
て
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

地
方
創
生
臨
時
交
付

金
（
地
域
経
済
対
応

分
）
の
使
途
は

議
　
員
　
国
の
第
三
次
補

正
予
算
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
は
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
中
小

企
業
の
支
援
や
雇
用
の
創

出
に
資
す
る
事
業
に
つ
い

て
地
方
公
共
団
体
独
自
の

措
置
に
も
積
極
的
に
活
用

し
て
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。

約
一
年
に
も
及
ぶ
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
売
上
が
30
％

前
後
減
少
し
て
い
る
事
業

者
は
一
時
支
援
金
の
対
象

に
な
ら
な
い
。
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
地
域
経
済

対
応
分
の
使
途
に
つ
い
て

お
考
え
を
お
尋
ね
す
る
。

市
　
長
　
感
染
拡
大
の
動

向
や
国
、
県
、
近
隣
自
治

体
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え

な
が
ら
有
効
に
活
用
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
観
光
振
興
策

は議
　
員
　
福
岡
県
は
宿
泊

税
交
付
金
を
宿
泊
者
数
８

割
・
旅
行
者
数
２
割
で
配

分
し
決
定
し
た
。
こ
の
交

付
金
は
市
町
村
が
地
域
資

源
を
活
用
し
た
新
た
な
観

光
資
源
開
発
、
観
光
ス
ポ

ッ
ト
の
受
入
環
境
整
備
等

に
自
由
に
活
用
で
き
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
観
光
振
興
策
は
。

市
　
長
　
観
光
協
会
や
関

連
団
体
等
と
協
議
を
行
い

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

福
祉
避
難
所
確
保
・ 

運
営
に
関
す
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
活
用
は

議
　
員
　
当
市
に
も
警
固

断
層
帯
が
あ
り
、
２
０
０

５
年
の
福
岡
西
方
沖
地
震

で
海
側
の
北
西
部
が
動
い

た
が
、
南
東
部
の
陸
側
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
積
し
た

ま
ま
で
今
後
数
十
年
は
注

意
が
必
要
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
県
は
、
福
祉
避
難

所
確
保
・
運
営
に
関
す
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、

平
時
に
福
祉
避
難
所
の
対

象
と
な
る
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
や
人
工
呼
吸
器
、
酸

素
供
給
装
置
等
を
使
用
し

て
い
る
在
宅
の
難
病
患
者

等
の
概
数
の
把
握
を
行
う

よ
う
明
記
し
て
い
る
。
当

市
の
活
用
は
。

市
　
長
　
カ
ミ
ー
リ
ヤ
を

福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定

し
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

乳
幼
児
な
ど
要
配
慮
者
の

概
数
の
把
握
と
必
要
と
な

る
資
機
材
の
確
保
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策

の
地
域
課
題
の
解
決

と
対
策
は

議
　
員
　
第
二
次
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
基
本
計
画
に
は
、

現
状
の
課
題
と
し
て
複
数

小
学
校
区
を
も
つ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
は
会
議
や
事
業

等
運
営
面
で
難
し
い
点
が

あ
る
事
や
、
市
の
交
付
金

以
外
の
財
源
確
保
を
検
討

す
る
と
共
に
、
効
率
的
な

運
営
に
向
け
た
事
業
の
見

直
し
取
組
が
必
要
等
の
意

見
が
あ
る
。
現
状
の
課
題

と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

の
お
考
え
を
お
尋
ね
す
る
。

市
　
長
　
地
域
防
災
や
地

域
福
祉
の
推
進
、
そ
し
て

次
世
代
の
担
い
手
等
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
む

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

営
協
議
会
の
事
業
の
見
直

し
と
組
織
体
制
の
強
化
、

人
材
の
育
成
等
を
支
援
し

て
参
り
ま
す
。

待
機
児
童
解
消
の
保

育
の
受
け
皿
整
備
は

議
　
員
　
本
市
の
保
育
士

の
雇
用
数
は
昨
年
度
３
７

９
人
か
ら
本
年
度
は
３
９

４
人
と
15
人
増
加
し
た
が
、

保
育
所
の
申
込
は
昨
年
度

２
２
７
０
人
に
対
し
、
本

年
度
は
２
３
４
３
人
と
73

人
増
え
て
い
る
。
厚
労
省

が
目
標
と
し
て
い
る
女
性

の
就
業
率
は
令
和
７
年
82

％
で
あ
る
。
対
応
し
て
い

く
為
に
は
、
更
な
る
保
育

の
受
け
皿
確
保
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
本
市
の
計
画

は
。

市
　
長
　
市
立
保
育
所
の

施
設
整
備
に
伴
い
、
入
所

定
員
を
増
員
す
る
予
定
で

ご
ざ
い
ま
す
。
人
材
確
保

と
離
職
防
止
を
目
的
に
市

内
の
私
立
保
育
所
に
勤
務

す
る
保
育
士
に
対
し
、
家

賃
の
一
部
を
補
助
す
る
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
西
側
乗

降
口
及
び
駅
前
広
場

の
整
備
は

議
　
員
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
西

口
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と
の
協

議
が
整
い
つ
つ
あ
る
と
の

事
で
、
署
名
を
頂
い
た
２

３
８
７
７
名
の
皆
様
を
は

じ
め
多
く
の
方
が
喜
ば
れ

る
。
概
要
を
お
尋
ね
す
る
。

市
　
長
　
既
存
の
跨
線
橋

に
接
続
す
る
形
で
乗
降
口

を
整
備
す
る
と
共
に
面
積

３
千
平
方
ｍ
の
駅
前
広
場

の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

小
中
学
校
ト
イ
レ

山
本 

加
奈
子

　
　
　
　
　
　議
員

公
明
党 

筑
紫
野
市
議
団

市

　長

市

　長

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

議

　員

市

　長

市

　長

議

　員

市

　長

市

　長

市

　長

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

議

　員

日

本

遺

産

議

　員

循

環

型

社

会

議

　員

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

都
市
計
画
道
路

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西
側
乗
降
口

ス
ポ
ー
ツ
施
設

議

　員

予
算
編
成
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
克

服
は

議
　
員
　
喫
緊
の
課
題
と

思
う
が
市
長
の
認
識
は
。

市
　
長
　
市
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
の
最
重

要
課
題
と
捉
え
て
お
り
引

き
続
き
市
民
の
皆
様
の
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
感
染

予
防
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

議
　
員
　
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
市
民
の
期
待
と
不
安
の

状
況
。
取
り
組
み
の
推
進

に
つ
い
て
市
長
の
答
弁
を
。

市
　
長
　
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
実
施
体
制
を

整
え
る
所
存
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
所

運
営
は

議
　
員
　
こ
れ
ま
で
と
は

全
く
違
う
運
営
が
求
め
ら

れ
る
が
、
地
域
と
共
に
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

市
　
長
　
感
染
症
対
応
が

必
要
と
な
る
の
で
、
こ
れ

を
含
め
た
地
域
で
の
運
営

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う

体
制
作
り
を
支
援
し
て
い

く
。

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

行
政
・
財
政
に
新
し
い
感
覚
を

自
主
財
源
の
確
保
を

議
　
員
　
市
が
所
有
す
る

不
動
産
の
利
用
形
態
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が

必
要
。
歳
入
の
増
加
や
歳

出
の
削
減
効
果
が
見
込
ま

れ
る
形
態
を
見
出
し
、
地

域
経
済
全
体
に
と
っ
て
も

大
き
な
効
用
が
見
込
ま
れ

る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
ま
た
、
自
治
体
が
実
施

す
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、

参
加
者
が
当
事
者
と
し
て

の
意
識
を
持
つ
こ
と
に
よ

り
、
行
政
運
営
上
の
Ｐ
Ｒ

効
果
も
期
待
で
き
る
。
本

市
で
も
導
入
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
を

求
め
る
。

市
　
長
　
市
有
地
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
は
、
今
後

と
も
さ
ま
ざ
ま
な
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
、
そ
の
時

の
情
勢
に
応
じ
た
活
用
策

を
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
今
後
必

要
に
応
じ
て
調
査
研
究
し

て
い
く
。

安
心
し
て
・
・
こ
の
ま
ち
で
、
暮
ら
し
続
け
た
い

議
　
員
　
日
本
た
ば
こ
産

業
九
州
工
場
の
閉
鎖
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識

さ
れ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

市
　
長
　
従
業
員
の
方
の

雇
用
は
も
と
よ
り
、
関
連

事
業
所
へ
の
波
及
な
ど
、

地
域
経
済
へ
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
て

お
り
、
今
後
も
情
報
収
集

に
努
め
る
。

農
産
物
の
地
産
地
消

を議
　
員
　
学
校
給
食
を
受

け
皿
と
し
て
、
販
路
の
確

保
を
し
な
が
ら
、
地
域
の

産
物
の
活
用
を
進
め
、
農

業
振
興
を
進
め
て
は
ど
う

か
。

市
　
長
　
現
在
、
学
校
給

食
へ
供
給
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
供
給
拡
大
に
向
け

関
係
機
関
と
連
携
し
取
り

組
む
。

支
援
が
必
要
な
人
に 

届
い
て
い
る
か

議
　
員
　
コ
ロ
ナ
禍
で
生

活
困
窮
者
が
増
え
る
と
思

わ
れ
る
が
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
支
援
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
「
申
請
し
に
く
い
空

気
が
あ
る
」
と
の
意
見
も

あ
る
。

市
　
長
　
相
談
者
の
困
り

ご
と
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
関
係
部
署
と
連
携
し
な

が
ら
、
個
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

健
康
の
保
持
増
進
は

重
要
な
政
策

議
　
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ご
と
に
保
健
師
を
配
置
す

る
こ
と
や
、
重
症
化
を
防

ぐ
た
め
に
保
健
体
制
を
充

実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
　
長
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

単
位
へ
の
保
健
師
の
配
置

に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で

は
考
え
て
い
な
い
が
、
さ

ら
な
る
保
健
事
業
の
充
実

に
努
め
る
。

人
の
権
利
の
尊
重
を

議
　
員
　
コ
ロ
ナ
感
染
に

関
わ
っ
て
差
別
・
排
除
・

誹
謗
・
中
傷
と
い
っ
た
人

権
侵
害
事
案
も
数
多
く
発

生
し
て
い
る
。
今
後
の
人

権
施
策
を
ど
の
よ
う
に
構

築
し
て
い
か
れ
る
の
か
。

　
女
性
の
人
権
を
見
直
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

男
女
平
等
・
性
的
少
数
者

の
人
権
尊
重
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

市
　
長
　
本
市
が
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
解

決
の
た
め
の
教
育
・
啓
発

を
粘
り
強
く
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

地
域
福
祉
計
画
が
基

軸
で
は
な
い
か

議
　
員
　
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
が
提
唱
さ
れ
て

数
年
が
経
過
し
た
が
、
高

齢
者
課
題
に
留
ま
っ
て
い

る
。
障
が
い
者
も
、
子
育

て
支
援
も
含
め
た
共
生
社

会
に
す
る
た
め
に
、
地
域

福
祉
計
画
を
も
と
に
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
地
域
福
祉
計
画

を
基
本
と
し
な
が
ら
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進
と
併
せ
た
支
援
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
。

市
民
の
声
を
聞
く
た

め
の
体
制
づ
く
り
が

必
要

議
　
員
　
移
動
市
長
室
が

果
た
し
て
い
る
「
市
民
と

の
ふ
れ
あ
い
」
は
何
物
に

も
か
え
が
た
い
も
の
で
あ

る
が
、
声
な
き
声
に
耳
を

傾
け
る
、
双
方
向
チ
ャ
ン

ネ
ル
と
し
て
今
一
つ
の
工

夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
移
動
市
長
室
や

市
政
へ
の
提
案
に
継
続
し

て
取
り
組
む
ほ
か
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
会
や
商
工

会
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
し
、
広
く
市
民
・
事
業

者
の
皆
様
か
ら
の
声
を
頂

き
、
市
政
に
生
か
し
た
い
。

筑
紫
野
市
の
明
日
の
た
め
に

持
続
可
能
な
社
会
へ

議
　
員
　
低
炭
素
化
に
取

り
組
む
こ
と
は
産
業
経
済
、

ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
。
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

市
　
長
　
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
削
減
は
、
市
民
や
事
業

者
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

ご
み
減
量
化
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進

の
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

保
育
士
の
待
遇
改
善

を議
　
員
　
待
機
児
童
解
消

は
人
材
確
保
が
最
重
要
課

題
。
家
賃
支
援
か
ら
さ
ら

に
踏
み
込
ん
だ
待
遇
改
善

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
家
賃
補
助
制
度

を
創
設
し
保
育
人
材
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

今
後
も
社
会
情
勢
の
変
化

等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応

じ
検
討
し
て
い
く
。

日
本
遺
産
を
観
光
資

源
に

議
　
員
　
日
本
遺
産
の
保

存
活
用
は
観
光
振
興
、
地

場
企
業
の
育
成
と
併
せ
て

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
福
岡
県
及
び
構

成
自
治
体
で
組
織
す
る

「
西
の
都
」
日
本
遺
産
活

性
化
協
議
会
に
お
い
て
、

広
域
認
定
さ
れ
た
日
本
遺

産
の
魅
力
を
発
信
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

観
光
振
興
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
研
究
課
題
と
考
え

て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
西
口
整
備

議
　
員
　
整
備
事
業
の
全

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

ま
た
、
筑
紫
駅
を
含
め
た

公
共
交
通
の
整
備
計
画
は

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

市
　
長
　
二
日
市
西
口
整

備
は
、
既
存
の
跨
線
橋
に

接
続
す
る
形
で
乗
降
口
を

整
備
し
、
３
千
平
方
メ
ー

ト
ル
の
駅
前
広
場
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に

む
け
て

議
　
員
　
世
界
が
目
指
す

目
標
に
向
け
、
ど
の
よ
う

に
推
進
す
る
の
か
。

市
　
長
　
環
境
、
教
育
、

福
祉
な
ど
、
総
合
計
画
を

着
実
に
進
め
る
こ
と
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

公
共
施
設
へ
の

Wi-

Fi
の
整
備
を

議
　
員
　
Wi-

Fi
の
整
備

を
要
望
す
る
強
い
市
民
の

声
が
あ
る
。
災
害
時
の
活

用
、
新
た
な
行
政
手
続
き

に
も
対
応
で
き
る
等
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
な

る
と
考
え
る
。
ど
の
よ
う

に
考
え
推
進
さ
れ
る
つ
も

り
か
。

市
　
長
　
公
共
施
設
へ
の

Wi-

Fi
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
維
持
管
理
費
が
高
額

で
あ
る
こ
と
等
の
課
題
が

あ
り
、
社
会
情
勢
や
情
報

通
信
技
術
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

こ
ど
も
部
の
創
設
を

議
　
員
　
子
ど
も
と
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
の
強
化

を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
す

る
こ
と
で
人
口
増
も
期
待

で
き
る
、
市
長
の
見
解
を
。

市
　
長
　
新
年
度
か
ら
保

育
児
童
課
を
新
設
し
、
子

育
て
支
援
の
充
実
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

暮
ら
し
の
基
本…

、
仕
事
の
あ
る
ま
ち

誘
致
し
た
企
業
の
存

在
が
街
の
雰
囲
気
に

影
響
す
る

議
　
員
　
企
業
誘
致
の
目

的
は
、
雇
用
の
創
出
で
あ

り
、
外
部
か
ら
の
転
入
に

よ
る
定
住
人
口
増
で
あ
る
。

住
宅
政
策
な
ど
、
人
が
集

ま
り
や
す
い
準
備
も
必
要

で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
企

業
誘
致
を
す
る
か
で
、
ま

ち
は
変
わ
っ
て
い
く
。
ま

ち
づ
く
り
と
一
体
で
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
雇
用
創
出
と
定

住
人
口
増
の
一
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
は
、
都
市
計
画

法
や
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等

の
運
用
に
よ
り
「
職
住
近

接
」
の
視
点
を
用
い
た
ま

ち
づ
く
り
を
引
き
続
き
展

開
し
て
い
く
。

森
づ
く
り
を 

仕
事
に

議
　
員
　
森
林
管
理
の
人

材
育
成
と
、
結
果
と
し
て

雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
よ

う
な
森
林
環
境
譲
与
税
の

活
用
策
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
　
長
　
管
理
が
不
十
分

な
森
林
の
調
査
を
行
い
、

今
後
、
新
た
な
森
林
事
業

を
行
う
こ
と
で
、
雇
用
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
日
常
を
支

え
る
店
舗
の
充
実
を

議
　
員
　
日
々
の
暮
ら
し

を
支
え
る
、
歩
い
て
行
け

る
店
舗
の
充
実
が
必
要
で

は
な
い
か
。
地
域
ま
ち
な

か
活
性
化
・
魅
力
創
出
支

援
事
業
や
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
商

店
街
事
業
な
ど
、
事
業
計

画
を
考
え
て
お
く
こ
と
も

必
要
で
は
。

市
　
長
　
地
場
産
業
・
地

場
企
業
の
育
成
に
よ
る
地

域
経
済
活
性
化
や
店
舗
の

充
実
に
つ
い
て
は
、
商
工

会
や
関
連
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

市民会議市民会議

上
村 

和
男 

議
員

市
民
会
議

議

　員

議

　員

市

　長
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　員

市

　長

議

　員

市

　長
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市
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市
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市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員
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市
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　長

議

　員

市
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議

　員

議

　員

市

　長

市

　長

市

　長

議

　員

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

Ｊ
Ｔ
工
場
周
辺
の
街
並
み
は

素
敵
な
空
間
だ
っ
た

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
克

服
は

議
　
員
　
喫
緊
の
課
題
と

思
う
が
市
長
の
認
識
は
。

市
　
長
　
市
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
の
最
重

要
課
題
と
捉
え
て
お
り
引

き
続
き
市
民
の
皆
様
の
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
感
染

予
防
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

議
　
員
　
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
市
民
の
期
待
と
不
安
の

状
況
。
取
り
組
み
の
推
進

に
つ
い
て
市
長
の
答
弁
を
。

市
　
長
　
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
実
施
体
制
を

整
え
る
所
存
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
所

運
営
は

議
　
員
　
こ
れ
ま
で
と
は

全
く
違
う
運
営
が
求
め
ら

れ
る
が
、
地
域
と
共
に
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

市
　
長
　
感
染
症
対
応
が

必
要
と
な
る
の
で
、
こ
れ

を
含
め
た
地
域
で
の
運
営

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う

体
制
作
り
を
支
援
し
て
い

く
。

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

行
政
・
財
政
に
新
し
い
感
覚
を

自
主
財
源
の
確
保
を

議
　
員
　
市
が
所
有
す
る

不
動
産
の
利
用
形
態
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が

必
要
。
歳
入
の
増
加
や
歳

出
の
削
減
効
果
が
見
込
ま

れ
る
形
態
を
見
出
し
、
地

域
経
済
全
体
に
と
っ
て
も

大
き
な
効
用
が
見
込
ま
れ

る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
ま
た
、
自
治
体
が
実
施

す
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、

参
加
者
が
当
事
者
と
し
て

の
意
識
を
持
つ
こ
と
に
よ

り
、
行
政
運
営
上
の
Ｐ
Ｒ

効
果
も
期
待
で
き
る
。
本

市
で
も
導
入
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
を

求
め
る
。

市
　
長
　
市
有
地
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
は
、
今
後

と
も
さ
ま
ざ
ま
な
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
、
そ
の
時

の
情
勢
に
応
じ
た
活
用
策

を
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
今
後
必

要
に
応
じ
て
調
査
研
究
し

て
い
く
。

安
心
し
て
・
・
こ
の
ま
ち
で
、
暮
ら
し
続
け
た
い

議
　
員
　
日
本
た
ば
こ
産

業
九
州
工
場
の
閉
鎖
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識

さ
れ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

市
　
長
　
従
業
員
の
方
の

雇
用
は
も
と
よ
り
、
関
連

事
業
所
へ
の
波
及
な
ど
、

地
域
経
済
へ
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
て

お
り
、
今
後
も
情
報
収
集

に
努
め
る
。

農
産
物
の
地
産
地
消

を議
　
員
　
学
校
給
食
を
受

け
皿
と
し
て
、
販
路
の
確

保
を
し
な
が
ら
、
地
域
の

産
物
の
活
用
を
進
め
、
農

業
振
興
を
進
め
て
は
ど
う

か
。

市
　
長
　
現
在
、
学
校
給

食
へ
供
給
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
供
給
拡
大
に
向
け

関
係
機
関
と
連
携
し
取
り

組
む
。

支
援
が
必
要
な
人
に 

届
い
て
い
る
か

議
　
員
　
コ
ロ
ナ
禍
で
生

活
困
窮
者
が
増
え
る
と
思

わ
れ
る
が
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
支
援
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
「
申
請
し
に
く
い
空

気
が
あ
る
」
と
の
意
見
も

あ
る
。

市
　
長
　
相
談
者
の
困
り

ご
と
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
関
係
部
署
と
連
携
し
な

が
ら
、
個
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

健
康
の
保
持
増
進
は

重
要
な
政
策

議
　
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ご
と
に
保
健
師
を
配
置
す

る
こ
と
や
、
重
症
化
を
防

ぐ
た
め
に
保
健
体
制
を
充

実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
　
長
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

単
位
へ
の
保
健
師
の
配
置

に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で

は
考
え
て
い
な
い
が
、
さ

ら
な
る
保
健
事
業
の
充
実

に
努
め
る
。

人
の
権
利
の
尊
重
を

議
　
員
　
コ
ロ
ナ
感
染
に

関
わ
っ
て
差
別
・
排
除
・

誹
謗
・
中
傷
と
い
っ
た
人

権
侵
害
事
案
も
数
多
く
発

生
し
て
い
る
。
今
後
の
人

権
施
策
を
ど
の
よ
う
に
構

築
し
て
い
か
れ
る
の
か
。

　
女
性
の
人
権
を
見
直
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

男
女
平
等
・
性
的
少
数
者

の
人
権
尊
重
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

市
　
長
　
本
市
が
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す

る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
解

決
の
た
め
の
教
育
・
啓
発

を
粘
り
強
く
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

地
域
福
祉
計
画
が
基

軸
で
は
な
い
か

議
　
員
　
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
が
提
唱
さ
れ
て

数
年
が
経
過
し
た
が
、
高

齢
者
課
題
に
留
ま
っ
て
い

る
。
障
が
い
者
も
、
子
育

て
支
援
も
含
め
た
共
生
社

会
に
す
る
た
め
に
、
地
域

福
祉
計
画
を
も
と
に
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
地
域
福
祉
計
画

を
基
本
と
し
な
が
ら
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進
と
併
せ
た
支
援
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
。

市
民
の
声
を
聞
く
た

め
の
体
制
づ
く
り
が

必
要

議
　
員
　
移
動
市
長
室
が

果
た
し
て
い
る
「
市
民
と

の
ふ
れ
あ
い
」
は
何
物
に

も
か
え
が
た
い
も
の
で
あ

る
が
、
声
な
き
声
に
耳
を

傾
け
る
、
双
方
向
チ
ャ
ン

ネ
ル
と
し
て
今
一
つ
の
工

夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
移
動
市
長
室
や

市
政
へ
の
提
案
に
継
続
し

て
取
り
組
む
ほ
か
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
会
や
商
工

会
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
し
、
広
く
市
民
・
事
業

者
の
皆
様
か
ら
の
声
を
頂

き
、
市
政
に
生
か
し
た
い
。

筑
紫
野
市
の
明
日
の
た
め
に

持
続
可
能
な
社
会
へ

議
　
員
　
低
炭
素
化
に
取

り
組
む
こ
と
は
産
業
経
済
、

ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
。
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

市
　
長
　
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
削
減
は
、
市
民
や
事
業

者
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

ご
み
減
量
化
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進

の
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

保
育
士
の
待
遇
改
善

を議
　
員
　
待
機
児
童
解
消

は
人
材
確
保
が
最
重
要
課

題
。
家
賃
支
援
か
ら
さ
ら

に
踏
み
込
ん
だ
待
遇
改
善

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
家
賃
補
助
制
度

を
創
設
し
保
育
人
材
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

今
後
も
社
会
情
勢
の
変
化

等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応

じ
検
討
し
て
い
く
。

日
本
遺
産
を
観
光
資

源
に

議
　
員
　
日
本
遺
産
の
保

存
活
用
は
観
光
振
興
、
地

場
企
業
の
育
成
と
併
せ
て

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
福
岡
県
及
び
構

成
自
治
体
で
組
織
す
る

「
西
の
都
」
日
本
遺
産
活

性
化
協
議
会
に
お
い
て
、

広
域
認
定
さ
れ
た
日
本
遺

産
の
魅
力
を
発
信
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

観
光
振
興
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
研
究
課
題
と
考
え

て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
西
口
整
備

議
　
員
　
整
備
事
業
の
全

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

ま
た
、
筑
紫
駅
を
含
め
た

公
共
交
通
の
整
備
計
画
は

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

市
　
長
　
二
日
市
西
口
整

備
は
、
既
存
の
跨
線
橋
に

接
続
す
る
形
で
乗
降
口
を

整
備
し
、
３
千
平
方
メ
ー

ト
ル
の
駅
前
広
場
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に

む
け
て

議
　
員
　
世
界
が
目
指
す

目
標
に
向
け
、
ど
の
よ
う

に
推
進
す
る
の
か
。

市
　
長
　
環
境
、
教
育
、

福
祉
な
ど
、
総
合
計
画
を

着
実
に
進
め
る
こ
と
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

公
共
施
設
へ
の

Wi-

Fi
の
整
備
を

議
　
員
　
Wi-

Fi
の
整
備

を
要
望
す
る
強
い
市
民
の

声
が
あ
る
。
災
害
時
の
活

用
、
新
た
な
行
政
手
続
き

に
も
対
応
で
き
る
等
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
な

る
と
考
え
る
。
ど
の
よ
う

に
考
え
推
進
さ
れ
る
つ
も

り
か
。

市
　
長
　
公
共
施
設
へ
の

Wi-

Fi
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
維
持
管
理
費
が
高
額

で
あ
る
こ
と
等
の
課
題
が

あ
り
、
社
会
情
勢
や
情
報

通
信
技
術
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

こ
ど
も
部
の
創
設
を

議
　
員
　
子
ど
も
と
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
の
強
化

を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
す

る
こ
と
で
人
口
増
も
期
待

で
き
る
、
市
長
の
見
解
を
。

市
　
長
　
新
年
度
か
ら
保

育
児
童
課
を
新
設
し
、
子

育
て
支
援
の
充
実
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

暮
ら
し
の
基
本…

、
仕
事
の
あ
る
ま
ち

誘
致
し
た
企
業
の
存

在
が
街
の
雰
囲
気
に

影
響
す
る

議
　
員
　
企
業
誘
致
の
目

的
は
、
雇
用
の
創
出
で
あ

り
、
外
部
か
ら
の
転
入
に

よ
る
定
住
人
口
増
で
あ
る
。

住
宅
政
策
な
ど
、
人
が
集

ま
り
や
す
い
準
備
も
必
要

で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
企

業
誘
致
を
す
る
か
で
、
ま

ち
は
変
わ
っ
て
い
く
。
ま

ち
づ
く
り
と
一
体
で
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
雇
用
創
出
と
定

住
人
口
増
の
一
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
は
、
都
市
計
画

法
や
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等

の
運
用
に
よ
り
「
職
住
近

接
」
の
視
点
を
用
い
た
ま

ち
づ
く
り
を
引
き
続
き
展

開
し
て
い
く
。

森
づ
く
り
を 

仕
事
に

議
　
員
　
森
林
管
理
の
人

材
育
成
と
、
結
果
と
し
て

雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
よ

う
な
森
林
環
境
譲
与
税
の

活
用
策
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
　
長
　
管
理
が
不
十
分

な
森
林
の
調
査
を
行
い
、

今
後
、
新
た
な
森
林
事
業

を
行
う
こ
と
で
、
雇
用
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
日
常
を
支

え
る
店
舗
の
充
実
を

議
　
員
　
日
々
の
暮
ら
し

を
支
え
る
、
歩
い
て
行
け

る
店
舗
の
充
実
が
必
要
で

は
な
い
か
。
地
域
ま
ち
な

か
活
性
化
・
魅
力
創
出
支

援
事
業
や
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
商

店
街
事
業
な
ど
、
事
業
計

画
を
考
え
て
お
く
こ
と
も

必
要
で
は
。

市
　
長
　
地
場
産
業
・
地

場
企
業
の
育
成
に
よ
る
地

域
経
済
活
性
化
や
店
舗
の

充
実
に
つ
い
て
は
、
商
工

会
や
関
連
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

市民会議市民会議

上
村 

和
男 

議
員

市
民
会
議

議

　員

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

議

　員

市

　長

市

　長

市

　長

議

　員

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長

Ｊ
Ｔ
工
場
周
辺
の
街
並
み
は

素
敵
な
空
間
だ
っ
た

議

　員

市

　長

議

　員

市

　長
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坂口 勝彦
（公明党）

※市ホームページリニューアルに伴い、以前のQRコードから変更になっています。

筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

なまず石（なまず石の頭部分）
（詳細はウラ表紙に掲載しています。）

質 問 題 目   一 覧

３月定例会の一般質問では、市政について６人の議員が１４題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

①小中学校のタブレット活用について
②学校におけるコロナ対策について
③コロナ対策臨時交付金について
④新型コロナウイルスワクチン接種に
　ついて
⑤令和２年度施政方針の成果について

■ 田中　允　議員

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

八尋 一男
（つくし野）

①行政のデジタル化について
②障がい者支援の充実について　　　　　　　
③循環型・低炭素社会の推進について

■ 段下　季一郎　議員

①農業と食による豊かなまちづくりに
　ついて
②男女共同参画の推進について

■ 西村　和子　議員

①コロナ禍における支援策について
②登下校中における子どもの安全確保に
　ついて

■ 前田　倫宏　議員

①運転免許証の自主返納者への支援に
　ついて

■ 八尋　一男　議員

①高齢者を見守り支える取り組みに
　ついて

■ 坂口　勝彦　議員

議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
大

き
い
。
集
い
の
場
も
停
滞

し
て
お
り
戸
別
訪
問
で
直

接
対
面
す
る
の
は
リ
ス
ク

が
高
く
、
推
進
が
で
き
な

い
状
況
で
は
な
い
か
。
ま

た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
の

変
化
、
長
引
く
自
粛
生
活

で
精
神
的
、
肉
体
的
に
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
ら
れ
て
い

る
。
福
祉
活
動
の
推
進
、

支
援
体
制
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
感
染
予

防
対
策
の
基
本
的
知
識
や

運
営
上
の
留
意
点
に
つ
い

て
説
明
を
行
う
な
ど
、
安

全
・
安
心
に
活
動
で
き
る

よ
う
に
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
民
生
委
員
な
ど
に
お

い
て
は
、
県
下
の
感
染
状

況
に
応
じ
て
電
話
や
訪
問

活
動
に
よ
り
見
守
り
を
継

続
し
て
い
る
。

議
員
　
認
知
症
に
関
わ
る

行
方
不
明
者
は
警
察
庁
の

公
表
に
よ
る
と
７
年
連
続

で
増
加
し
て
い
る
。
自
治

体
や
民
間
企
業
、
地
域
住

民
な
ど
の
連
携
を
強
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
。
行
方
不
明
者
対
策

は
。

健
康
福
祉
部
長
　
予
防
対

策
が
重
要
で
本
人
や
家
族
、

介
護
関
係
者
、
民
生
委
員

な
ど
支
援
者
に
よ
る
地
域

ケ
ア
会
議
等
を
開
催
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
援

体
制
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員
　
認
知
症
に
よ
る
徘

徊
に
起
因
す
る
賠
償
事
故

補
償
制
度
を
設
け
る
こ
と

で
家
族
、
介
護
人
の
経
済

的
、
精
神
的
負
担
の
軽
減

に
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠

償
責
任
保
険
事
業
の
実
施

を
検
討
し
て
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
利
用
可

能
な
民
間
保
険
制
度
の
周

知
啓
発
に
努
め
る
。

認
知
症
高
齢
者
等

　個
人
賠
償
責
任
保
険
事
業
の
実
施
を

民
間
保
険
制
度
の
周
知
啓
発
に
努
め
る

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
へ
の
支
援
は

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
等
に
よ
る
支
援
策
も

　  

含
め
て
総
合
的
な
調
査
・
研
究
に
努
め
る

議
員
　
昨
今
、
運
転
操
作

ミ
ス
や
認
知
機
能
低
下
に

よ
る
高
齢
者
の
交
通
事
故

が
増
大
し
て
い
る
。
本
市

の
後
期
高
齢
者
に
よ
る
事

故
は
月
に
25
件
か
ら
30
件

発
生
、
痛
ま
し
い
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
べ
く
筑
紫
野

署
で
尋
ね
る
と
太
宰
府
市

は
支
援
策
が
あ
る
の
に
筑

紫
野
市
は
何
も
な
い
と
市

民
の
声
で
、
対
応
に
困
る

こ
と
が
あ
る
と
の
事
。
66

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
し

た
結
果
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
支
給

な
ど
色
ん
な
希
望
が
出
さ

れ
た
。
本
市
に
自
主
返
納

後
の
支
援
が
な
い
の
は
何

故
か
尋
ね
る
。

企
画
政
策
部
長
　
こ
れ
ま

で
市
民
の
交
通
利
便
性
の

向
上
、
高
齢
者
の
運
転
免

許
証
返
納
に
よ
る
移
動
手

段
の
確
保
等
の
た
め
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
御
笠

自
治
会
バ
ス
の
運
行
に
取

組
ん
で
き
た
。
今
後
、
費

用
対
効
果
に
留
意
し
な
が

ら
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
等
に

よ
る
運
転
免
許
返
納
後
の

支
援
策
も
含
め
て
、
総
合

的
な
調
査
、
研
究
に
努
め

る
。

運
転
経
歴
証
明
書
提

示
で
タ
ク
シ
ー
代
が

１
割
引
き
に

議
員
　
市
民
は
知
ら
な
い

人
が
多
い
が
、
広
報
や
Ｈ

Ｐ
で
周
知
が
必
要
で
は
な

い
か
。
　

企
画
政
策
部
長
　
市
の
公

式
Ｈ
Ｐ
の
「
高
齢
者
の
運

転
免
許
証
返
納
」
の
な
か

で
、
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
が

確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
り
、
今
後
も
分
か
り
易

い
情
報
発
信
に
努
め
る
。

クリック！

インターネットで本会議の映像を視聴できます。
本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。 筑紫野市議会

会議録の検索はこちらから
（３月定例会の一般質問は、５月下旬以降に検索できます）

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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坂口 勝彦
（公明党）

※市ホームページリニューアルに伴い、以前のQRコードから変更になっています。

筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

なまず石（なまず石の頭部分）
（詳細はウラ表紙に掲載しています。）

質 問 題 目   一 覧

３月定例会の一般質問では、市政について６人の議員が１４題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

①小中学校のタブレット活用について
②学校におけるコロナ対策について
③コロナ対策臨時交付金について
④新型コロナウイルスワクチン接種に
　ついて
⑤令和２年度施政方針の成果について

■ 田中　允　議員

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

八尋 一男
（つくし野）

①行政のデジタル化について
②障がい者支援の充実について　　　　　　　
③循環型・低炭素社会の推進について

■ 段下　季一郎　議員

①農業と食による豊かなまちづくりに
　ついて
②男女共同参画の推進について

■ 西村　和子　議員

①コロナ禍における支援策について
②登下校中における子どもの安全確保に
　ついて

■ 前田　倫宏　議員

①運転免許証の自主返納者への支援に
　ついて

■ 八尋　一男　議員

①高齢者を見守り支える取り組みに
　ついて

■ 坂口　勝彦　議員

議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
大

き
い
。
集
い
の
場
も
停
滞

し
て
お
り
戸
別
訪
問
で
直

接
対
面
す
る
の
は
リ
ス
ク

が
高
く
、
推
進
が
で
き
な

い
状
況
で
は
な
い
か
。
ま

た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
の

変
化
、
長
引
く
自
粛
生
活

で
精
神
的
、
肉
体
的
に
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
ら
れ
て
い

る
。
福
祉
活
動
の
推
進
、

支
援
体
制
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
感
染
予

防
対
策
の
基
本
的
知
識
や

運
営
上
の
留
意
点
に
つ
い

て
説
明
を
行
う
な
ど
、
安

全
・
安
心
に
活
動
で
き
る

よ
う
に
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
民
生
委
員
な
ど
に
お

い
て
は
、
県
下
の
感
染
状

況
に
応
じ
て
電
話
や
訪
問

活
動
に
よ
り
見
守
り
を
継

続
し
て
い
る
。

議
員
　
認
知
症
に
関
わ
る

行
方
不
明
者
は
警
察
庁
の

公
表
に
よ
る
と
７
年
連
続

で
増
加
し
て
い
る
。
自
治

体
や
民
間
企
業
、
地
域
住

民
な
ど
の
連
携
を
強
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
。
行
方
不
明
者
対
策

は
。

健
康
福
祉
部
長
　
予
防
対

策
が
重
要
で
本
人
や
家
族
、

介
護
関
係
者
、
民
生
委
員

な
ど
支
援
者
に
よ
る
地
域

ケ
ア
会
議
等
を
開
催
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
援

体
制
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員
　
認
知
症
に
よ
る
徘

徊
に
起
因
す
る
賠
償
事
故

補
償
制
度
を
設
け
る
こ
と

で
家
族
、
介
護
人
の
経
済

的
、
精
神
的
負
担
の
軽
減

に
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠

償
責
任
保
険
事
業
の
実
施

を
検
討
し
て
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
利
用
可

能
な
民
間
保
険
制
度
の
周

知
啓
発
に
努
め
る
。

認
知
症
高
齢
者
等

　個
人
賠
償
責
任
保
険
事
業
の
実
施
を

民
間
保
険
制
度
の
周
知
啓
発
に
努
め
る

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
へ
の
支
援
は

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
等
に
よ
る
支
援
策
も

　  

含
め
て
総
合
的
な
調
査
・
研
究
に
努
め
る

議
員
　
昨
今
、
運
転
操
作

ミ
ス
や
認
知
機
能
低
下
に

よ
る
高
齢
者
の
交
通
事
故

が
増
大
し
て
い
る
。
本
市

の
後
期
高
齢
者
に
よ
る
事

故
は
月
に
25
件
か
ら
30
件

発
生
、
痛
ま
し
い
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
べ
く
筑
紫
野

署
で
尋
ね
る
と
太
宰
府
市

は
支
援
策
が
あ
る
の
に
筑

紫
野
市
は
何
も
な
い
と
市

民
の
声
で
、
対
応
に
困
る

こ
と
が
あ
る
と
の
事
。
66

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
し

た
結
果
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
支
給

な
ど
色
ん
な
希
望
が
出
さ

れ
た
。
本
市
に
自
主
返
納

後
の
支
援
が
な
い
の
は
何

故
か
尋
ね
る
。

企
画
政
策
部
長
　
こ
れ
ま

で
市
民
の
交
通
利
便
性
の

向
上
、
高
齢
者
の
運
転
免

許
証
返
納
に
よ
る
移
動
手

段
の
確
保
等
の
た
め
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
御
笠

自
治
会
バ
ス
の
運
行
に
取

組
ん
で
き
た
。
今
後
、
費

用
対
効
果
に
留
意
し
な
が

ら
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
等
に

よ
る
運
転
免
許
返
納
後
の

支
援
策
も
含
め
て
、
総
合

的
な
調
査
、
研
究
に
努
め

る
。

運
転
経
歴
証
明
書
提

示
で
タ
ク
シ
ー
代
が

１
割
引
き
に

議
員
　
市
民
は
知
ら
な
い

人
が
多
い
が
、
広
報
や
Ｈ

Ｐ
で
周
知
が
必
要
で
は
な

い
か
。
　

企
画
政
策
部
長
　
市
の
公

式
Ｈ
Ｐ
の
「
高
齢
者
の
運

転
免
許
証
返
納
」
の
な
か

で
、
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
が

確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
り
、
今
後
も
分
か
り
易

い
情
報
発
信
に
努
め
る
。

クリック！

インターネットで本会議の映像を視聴できます。
本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。 筑紫野市議会

会議録の検索はこちらから
（３月定例会の一般質問は、５月下旬以降に検索できます）

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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段下 季一郎
（市民会議）

前田 倫宏
（－）

田中　允
（－）

医
療
ケ
ア
用
の
非
常
用
電
源
の
追
加
を

近
隣
自
治
体
の
状
況
等
を
調
査
し
、

　
　
　
　
　
　
　  

必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る

農
業
と
食
に
よ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
は

農
家
の
安
定
経
営
の
も
と
農
作
物
が
安
定
供
給

さ
れ
地
産
地
消
が
行
わ
れ
て
い
る
姿
を
目
指
す

小
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
は

令
和
３
年
度
か
ら
運
用
開
始
予
定

議
員
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
進
捗
状
況
と
タ

ブ
レ
ッ
ト
活
用
に
必
要
な

教
師
の
配
置
は
。

教
育
部
部
長
　
本
年
度
中

に
納
品
、
環
境
整
備
が
完

了
し
、
令
和
３
年
度
か
ら

運
用
を
開
始
す
る
予
定
。

教
員
の
増
員
は
困
難
で
あ

り
現
体
制
の
中
で
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
担
当
教
員
を
中
心
に
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

学
校
に
お
け
る
コ
ロ

ナ
対
策
に
つ
い
て

議
員
　
教
職
員
の
負
担
増

は
な
い
の
か
、
ま
た
児
童

や
生
徒
指
導
に
関
し
て
特

段
の
措
置
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長
　
児
童
生
徒
の

健
康
観
察
や
消
毒
作
業
で

増
加
し
て
い
た
が
、
感
染

症
対
策
に
係
る
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
等
の
配
置
に

よ
り
負
担
減
を
図
っ
て
い

る
。
検
温
に
よ
る
体
調
管

理
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗

い
等
の
徹
底
な
ど
感
染
リ

ス
ク
の
回
避
及
び
軽
減
対

策
を
実
践
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
臨
時
交

付
金
に
つ
い
て

議
員
　
本
市
に
お
け
る
、

交
付
金
の
活
用
状
況
は
。

企
画
政
策
部
長
　
感
染
症

対
策
と
市
民
の
生
活
支
援
、

地
場
経
済
の
活
性
化
の
た

め
に
活
用
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

議
員
　
市
民
へ
の
周
知
方

法
は
。
会
場
は
高
齢
者
に

配
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
対
象
者

に
案
内
通
知
を
行
う
ほ
か
、

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
周
知
す
る
。

交
通
機
関
が
備
わ
っ
て
い

る
こ
と
や
冷
暖
房
設
備
な

ど
を
考
慮
し
、
市
役
所
と

カ
ミ
ー
リ
ヤ
を
選
定
し
た
。

令
和
２
年
度
施
政
方

針
の
成
果
に
つ
い
て

議
員
　
旧
庁
舎
・
上
下
水

道
庁
舎
の
跡
地
の
活
用
策

の
検
討
結
果
は
。
ま
た
、

待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い

て
の
成
果
と
、
宝
満
山
の

保
存
活
用
計
画
の
進
捗
は
。

企
画
制
作
部
長
　
上
下
水

道
庁
舎
跡
地
は
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
貸
付
を
行
い
、

旧
庁
舎
は
活
用
策
を
検
討

し
て
い
る
。
待
機
児
童
対

策
は
認
可
保
育
所
の
増
改

築
工
事
を
支
援
し
、
保
育

人
材
の
確
保
を
図
る
た
め

保
育
士
の
家
賃
支
援
に
取

り
組
む
。
宝
満
山
の
保
存

活
用
は
太
宰
府
市
と
共
同

で
進
め
、
県
と
連
携
し
て

日
本
遺
産
の
広
域
認
定
を

受
け
、
魅
力
の
発
信
に
努

め
る
。

議
員
　
企
業
誘
致
の
成
果

や
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西
口
の

検
討
結
果
は

建
設
部
長
　
自
動
車
学
校

や
医
療
系
の
物
流
施
設
が

開
業
し
た
。
古
賀
の
流
通

団
地
に
は
九
州
最
大
規
模

の
施
設
が
進
出
を
計
画
し

て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

西
口
は
既
存
の
跨
線
橋

（
こ
せ
ん
き
ょ
う
）
に
乗

降
口
を
接
続
す
る
こ
と
が

可
能
だ
と
確
認
で
き
た
の

で
詳
細
設
計
を
行
っ
て
い

る
。

議
員
　
日
常
生
活
用
具
給

付
等
事
業
は
、
重
度
の
障

が
い
児
・
者
が
日
常
生
活

を
送
る
う
え
で
支
障
が
あ

る
場
合
、
そ
れ
を
解
消
す

る
た
め
の
生
活
用
具
を
購

入
す
る
際
の
費
用
の
支
給

を
行
う
。
こ
の
用
具
の
３

要
件
が
あ
る
が
、
判
断
は

実
施
主
体
の
市
に
委
ね
ら

れ
、
市
の
判
断
で
事
業
の

品
目
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
以
前
委
員
会

で
、
災
害
時
に
在
宅
避
難

が
予
想
さ
れ
る
医
療
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
障
が
い

児
・
者
の
方
向
け
の
非
常

用
電
源
の
整
備
の
補
助
に

言
及
し
た
が
、
直
接
的
に

命
に
係
わ
る
問
題
で
あ
り
、

市
の
判
断
で
、
周
辺
自
治

体
で
も
対
象
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
増
え
て
い
る

の
で
、
事
業
の
対
象
に
医

療
ケ
ア
用
の
非
常
用
電
源

を
追
加
し
、
充
実
す
る
べ

き
で
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
医
療
用

バ
ッ
テ
リ
ー
等
の
品
目

は
、
近
隣
自
治
体
の
状
況

等
を
調
査
し
、
必
要
に
応

じ
て
検
討
す
る
。

議
員
　
市
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
図

る
た
め
、
太
陽
光
発
電
等

を
自
宅
に
設
置
す
る
人
を

対
象
に
、
住
宅
用
エ
コ
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業

補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
目
標
設
定
が

不
明
確
で
あ
る
と
い
う
課

題
が
あ
る
。
原
発
ゼ
ロ
を

実
現
、
再
エ
ネ
１
０
０
％
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に

向
け
、
地
域
で
で
き
る
努

力
を
重
ね
て
い
く
べ
き
。

太
陽
光
・
熱
の
活
用
促
進

の
た
め
、
地
域
で
作
り
出

せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
え

る
化
す
る
屋
根
ソ
ー
ラ
ー

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
べ
き
で
は
。
太

陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
は
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
熱
器
で

集
め
、
給
湯
や
暖
房
な
ど

を
行
い
、
屋
根
面
積
の
狭

い
家
で
も
利
用
可
能
。
環

境
省
に
よ
る
と
、
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
温
水
へ
の

変
換
効
率
は
、
太
陽
光
発

電
よ
り
高
く
、
従
来
の
ガ

ス
給
湯
器
に
比
べ
、
二
酸

化
炭
素
排
出
を
４
割
程
度

削
減
可
能
と
試
算
し
て
い

る
。

　
し
か
し
、
市
の
補
助
金

は
、
太
陽
熱
は
対
象
と
な

っ
て
い
な
い
課
題
が
あ
る
。

環
境
基
本
計
画
は
「
新
た

な
再
エ
ネ
導
入
促
進
の
た

め
、
補
助
内
容
の
見
直
し

を
検
討
す
る
必
要
」
「
太

陽
光
以
外
の
再
エ
ネ
に
つ

い
て
設
置
の
可
能
性
を
検

討
」
と
あ
り
、
補
助
金
の

交
付
対
象
を
拡
大
、
新
た

に
太
陽
熱
を
対
象
に
加
え

る
べ
き
で
は
。

環
境
経
済
部
長
　
環
境
省

が
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」

を
公
開
し
て
お
り
、
独
自

マ
ッ
プ
の
作
成
は
考
え
て

い
な
い
。
太
陽
熱
を
補
助

対
象
に
加
え
る
こ
と
は
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

が
、
新
た
に
「
蓄
電
池
」

を
対
象
に
加
え
、
再
エ
ネ

の
利
用
を
促
進
し
て
い
く
。

国
や
県
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
注
視
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

取
り
組
ん
で
参
る

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
宿
泊
施
設
や

飲
食
店
に
支
援
を

議
員
　
市
内
の
農
地
も
農

家
も
減
少
が
進
ん
で
い
る

が
、
農
業
が
支
え
る
食
と

市
民
が
支
え
る
農
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

農
業
を
営
む
市
民
か
ら
、

水
田
が
市
街
化
区
域
内
に

あ
る
の
で
都
市
計
画
税
が

10
ア
ー
ル
当
た
り
15
万
円

か
ら
20
万
円
で
あ
る
。
そ

の
田
か
ら
の
収
入
は
５
万

円
ほ
ど
し
か
な
い
。
国
が

定
め
る
都
市
農
業
振
興
基

本
法
に
は
「
都
市
の
緑
と

し
て
、
雨
水
、
地
下
水
の

涵
養
、
生
物
保
護
等
に
資

す
る
役
割
。
身
近
に
存
在

す
る
都
市
農
業
を
通
じ
て

都
市
住
民
の
農
業
へ
の
理

解
を
醸
成
す
る
役
割
。
ま

た
、
税
制
上
の
措
置
。
」

な
ど
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
基
づ
き
「
都
市
農

業
の
振
興
に
関
す
る
計

画
」
を
定
め
な
か
っ
た
理

由
は
何
か
。
ま
た
同
基
本

法
に
基
づ
く
農
業
の
振
興

に
よ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

環
境
経
済
部
長
　
本
法
に

基
づ
い
た
計
画
に
つ
い
て

は
、
近
隣
住
民
の
理
解
や

土
地
利
用
制
限
等
が
生
じ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
地

域
か
ら
の
要
望
も
な
い
が
、

今
後
も
農
業
振
興
に
努
め

る
。

議
員
　
農
業
者
と
消
費
者

の
交
流
等
に
よ
る
信
頼
関

係
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
る
が
、
30
年
後
、

50
年
後
の
筑
紫
野
市
の
農

業
は
ど
の
よ
う
な
姿
で
あ

る
と
考
え
、
農
業
と

「
食
」
を
通
し
て
ど
の
よ

う
な
筑
紫
野
市
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
い
る
の
か
。

環
境
経
済
部
長
　
担
い
手

農
家
の
安
定
経
営
の
も
と
、

安
全
・
安
心
な
農
作
物
が

安
定
供
給
さ
れ
、
地
産
地

消
が
行
わ
れ
て
い
る
姿
を

目
指
す
。

男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
つ
い
て

議
員
　
前
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
長
の

女
性
に
関
す
る
発
言
の
問

題
点
を
ど
う
認
識
し
、
本

市
の
施
策
に
ど
う
い
か
す

の
か
。

総
務
部
長
　
筑
紫
野
市
人

権
都
市
宣
言
の
理
念
の
も

と
本
市
の
人
権
を
守
る
取

り
組
み
は
一
貫
し
不
変
で

あ
り
、
教
育
啓
発
の
取
り

組
み
を
粘
り
強
く
継
続
し

て
い
く
。

議
員
　
宿
泊
施
設
入
湯
税

対
象
の
利
用
者
数
は
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
令
和
元
年
11

月
は
３
６
１
７
人
、
緊
急

事
態
宣
言
中
の
令
和
２
年

５
月
は
３
０
８
人
で
約
91

％
も
激
減
し
た
。
再
度
の

緊
急
事
態
宣
言
で
、
本
年

２
月
は
７
８
４
人
と
約
78

％
ま
で
大
幅
に
減
少
し
た
。

本
市
に
は
多
く
の
宿
泊
施

設
や
飲
食
店
が
あ
り
、
観

光
産
業
に
と
っ
て
深
刻
な

問
題
で
あ
る
。
糸
島
市
や

う
き
は
市
で
は
、
観
光
事

業
者
を
支
援
す
る
為
、
宿

泊
利
用
者
に
宿
泊
料
金
割

引
と
店
舗
で
使
え
る
ク
ー

ポ
ン
券
を
進
呈
す
る
振
興

策
を
導
入
し
て
い
る
。
本

市
で
も
、
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
宿
泊
施
設
や

飲
食
店
へ
の
支
援
が
必
要

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

環
境
経
済
部
長
　
今
後

も
、
国
や
県
の
コ
ロ
ナ
対

策
を
注
視
し
、
取
り
組
ん

で
参
る
。

議
員
　
地
域
活
性
化
商
品

券
は
有
効
な
支
援
策
で
あ

り
、
デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
配

慮
し
つ
つ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
商
品
券
も
並
行
し
て

検
討
す
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

環
境
経
済
部
長
　
新
た
な

設
備
投
資
と
紙
に
よ
る
商

品
券
と
の
二
重
の
経
費
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
普
及
状
況
を
見
な
が
ら

行
っ
て
い
き
た
い
。

登
下
校
中
に
お
け
る

子
ど
も
の
安
全
確
保
は

議
員
　
国
が
示
し
た
「
登

下
校
防
犯
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
く
合
同
点
検
の
実
施
お

よ
び
地
域
連
携
の
構
築
状

況
は
。

教
育
部
長
　
同
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
、
防
犯
対
策
の
視

点
も
加
え
実
施
し
て
い
る
。

地
域
連
携
は
、
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
ご
協
力
、

ご
支
援
を
頂
き
取
り
組
ん

で
い
る
。

議
員
　
本
市
の
安
全
情
報

に
よ
る
と
、
子
ど
も
の
被

害
は
約
１
年
間
で
47
件
の

声
か
け
や
つ
き
ま
と
い
、

公
然
わ
い
せ
つ
、
接
触
等

の
事
案
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
31
件
の
約

75
％
が
下
校
時
間
帯
で
発

生
し
て
い
る
。
既
存
の
防

犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
高
齢

化
し
、
担
い
手
が
不
足
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
子

ど
も
が
１
人
で
歩
く
区
間

で
の
見
守
り
空
白
地
帯
が

生
じ
、
防
犯
対
策
を
強
化

す
る
こ
と
が
急
務
と
考
え

る
。
全
国
で
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
犬
の
取
り
組
み
が
広

が
っ
て
い
る
。
犬
の
散
歩

は
、
登
下
校
の
時
間
帯
に

相
応
し
、
有
効
な
活
動
で

あ
る
。
新
た
な
地
域
の
見

守
り
と
し
て
「
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
犬
」
の
導
入
を
検

討
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

教
育
部
長
　
関
係
機
関
に

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
犬
」

な
ど
他
市
の
取
り
組
み
の

情
報
を
提
供
し
連
携
を
図

っ
て
参
る
。

西村 和子
（市民会議）

環
境
経
済
部
長

議
員

健
康
福
祉
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
部
部
長

建
設
部
長

教
育
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

環
境
経
済
部
長

教
育
部
長

総
務
部
長

教
育
部
長

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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段下 季一郎
（市民会議）

前田 倫宏
（－）

田中　允
（－）

医
療
ケ
ア
用
の
非
常
用
電
源
の
追
加
を

近
隣
自
治
体
の
状
況
等
を
調
査
し
、

　
　
　
　
　
　
　  

必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る

農
業
と
食
に
よ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
は

農
家
の
安
定
経
営
の
も
と
農
作
物
が
安
定
供
給

さ
れ
地
産
地
消
が
行
わ
れ
て
い
る
姿
を
目
指
す

小
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
は

令
和
３
年
度
か
ら
運
用
開
始
予
定

議
員
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
進
捗
状
況
と
タ

ブ
レ
ッ
ト
活
用
に
必
要
な

教
師
の
配
置
は
。

教
育
部
部
長
　
本
年
度
中

に
納
品
、
環
境
整
備
が
完

了
し
、
令
和
３
年
度
か
ら

運
用
を
開
始
す
る
予
定
。

教
員
の
増
員
は
困
難
で
あ

り
現
体
制
の
中
で
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
担
当
教
員
を
中
心
に
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

学
校
に
お
け
る
コ
ロ

ナ
対
策
に
つ
い
て

議
員
　
教
職
員
の
負
担
増

は
な
い
の
か
、
ま
た
児
童

や
生
徒
指
導
に
関
し
て
特

段
の
措
置
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長
　
児
童
生
徒
の

健
康
観
察
や
消
毒
作
業
で

増
加
し
て
い
た
が
、
感
染

症
対
策
に
係
る
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
等
の
配
置
に

よ
り
負
担
減
を
図
っ
て
い

る
。
検
温
に
よ
る
体
調
管

理
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗

い
等
の
徹
底
な
ど
感
染
リ

ス
ク
の
回
避
及
び
軽
減
対

策
を
実
践
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
臨
時
交

付
金
に
つ
い
て

議
員
　
本
市
に
お
け
る
、

交
付
金
の
活
用
状
況
は
。

企
画
政
策
部
長
　
感
染
症

対
策
と
市
民
の
生
活
支
援
、

地
場
経
済
の
活
性
化
の
た

め
に
活
用
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て

議
員
　
市
民
へ
の
周
知
方

法
は
。
会
場
は
高
齢
者
に

配
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
対
象
者

に
案
内
通
知
を
行
う
ほ
か
、

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
周
知
す
る
。

交
通
機
関
が
備
わ
っ
て
い

る
こ
と
や
冷
暖
房
設
備
な

ど
を
考
慮
し
、
市
役
所
と

カ
ミ
ー
リ
ヤ
を
選
定
し
た
。

令
和
２
年
度
施
政
方

針
の
成
果
に
つ
い
て

議
員
　
旧
庁
舎
・
上
下
水

道
庁
舎
の
跡
地
の
活
用
策

の
検
討
結
果
は
。
ま
た
、

待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い

て
の
成
果
と
、
宝
満
山
の

保
存
活
用
計
画
の
進
捗
は
。

企
画
制
作
部
長
　
上
下
水

道
庁
舎
跡
地
は
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
貸
付
を
行
い
、

旧
庁
舎
は
活
用
策
を
検
討

し
て
い
る
。
待
機
児
童
対

策
は
認
可
保
育
所
の
増
改

築
工
事
を
支
援
し
、
保
育

人
材
の
確
保
を
図
る
た
め

保
育
士
の
家
賃
支
援
に
取

り
組
む
。
宝
満
山
の
保
存

活
用
は
太
宰
府
市
と
共
同

で
進
め
、
県
と
連
携
し
て

日
本
遺
産
の
広
域
認
定
を

受
け
、
魅
力
の
発
信
に
努

め
る
。

議
員
　
企
業
誘
致
の
成
果

や
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西
口
の

検
討
結
果
は

建
設
部
長
　
自
動
車
学
校

や
医
療
系
の
物
流
施
設
が

開
業
し
た
。
古
賀
の
流
通

団
地
に
は
九
州
最
大
規
模

の
施
設
が
進
出
を
計
画
し

て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

西
口
は
既
存
の
跨
線
橋

（
こ
せ
ん
き
ょ
う
）
に
乗

降
口
を
接
続
す
る
こ
と
が

可
能
だ
と
確
認
で
き
た
の

で
詳
細
設
計
を
行
っ
て
い

る
。

議
員
　
日
常
生
活
用
具
給

付
等
事
業
は
、
重
度
の
障

が
い
児
・
者
が
日
常
生
活

を
送
る
う
え
で
支
障
が
あ

る
場
合
、
そ
れ
を
解
消
す

る
た
め
の
生
活
用
具
を
購

入
す
る
際
の
費
用
の
支
給

を
行
う
。
こ
の
用
具
の
３

要
件
が
あ
る
が
、
判
断
は

実
施
主
体
の
市
に
委
ね
ら

れ
、
市
の
判
断
で
事
業
の

品
目
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
以
前
委
員
会

で
、
災
害
時
に
在
宅
避
難

が
予
想
さ
れ
る
医
療
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
障
が
い

児
・
者
の
方
向
け
の
非
常

用
電
源
の
整
備
の
補
助
に

言
及
し
た
が
、
直
接
的
に

命
に
係
わ
る
問
題
で
あ
り
、

市
の
判
断
で
、
周
辺
自
治

体
で
も
対
象
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
増
え
て
い
る

の
で
、
事
業
の
対
象
に
医

療
ケ
ア
用
の
非
常
用
電
源

を
追
加
し
、
充
実
す
る
べ

き
で
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
医
療
用

バ
ッ
テ
リ
ー
等
の
品
目

は
、
近
隣
自
治
体
の
状
況

等
を
調
査
し
、
必
要
に
応

じ
て
検
討
す
る
。

議
員
　
市
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
図

る
た
め
、
太
陽
光
発
電
等

を
自
宅
に
設
置
す
る
人
を

対
象
に
、
住
宅
用
エ
コ
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業

補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
目
標
設
定
が

不
明
確
で
あ
る
と
い
う
課

題
が
あ
る
。
原
発
ゼ
ロ
を

実
現
、
再
エ
ネ
１
０
０
％
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に

向
け
、
地
域
で
で
き
る
努

力
を
重
ね
て
い
く
べ
き
。

太
陽
光
・
熱
の
活
用
促
進

の
た
め
、
地
域
で
作
り
出

せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
え

る
化
す
る
屋
根
ソ
ー
ラ
ー

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
べ
き
で
は
。
太

陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
は
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
熱
器
で

集
め
、
給
湯
や
暖
房
な
ど

を
行
い
、
屋
根
面
積
の
狭

い
家
で
も
利
用
可
能
。
環

境
省
に
よ
る
と
、
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
温
水
へ
の

変
換
効
率
は
、
太
陽
光
発

電
よ
り
高
く
、
従
来
の
ガ

ス
給
湯
器
に
比
べ
、
二
酸

化
炭
素
排
出
を
４
割
程
度

削
減
可
能
と
試
算
し
て
い

る
。

　
し
か
し
、
市
の
補
助
金

は
、
太
陽
熱
は
対
象
と
な

っ
て
い
な
い
課
題
が
あ
る
。

環
境
基
本
計
画
は
「
新
た

な
再
エ
ネ
導
入
促
進
の
た

め
、
補
助
内
容
の
見
直
し

を
検
討
す
る
必
要
」
「
太

陽
光
以
外
の
再
エ
ネ
に
つ

い
て
設
置
の
可
能
性
を
検

討
」
と
あ
り
、
補
助
金
の

交
付
対
象
を
拡
大
、
新
た

に
太
陽
熱
を
対
象
に
加
え

る
べ
き
で
は
。

環
境
経
済
部
長
　
環
境
省

が
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」

を
公
開
し
て
お
り
、
独
自

マ
ッ
プ
の
作
成
は
考
え
て

い
な
い
。
太
陽
熱
を
補
助

対
象
に
加
え
る
こ
と
は
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

が
、
新
た
に
「
蓄
電
池
」

を
対
象
に
加
え
、
再
エ
ネ

の
利
用
を
促
進
し
て
い
く
。

国
や
県
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
注
視
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

取
り
組
ん
で
参
る

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
宿
泊
施
設
や

飲
食
店
に
支
援
を

議
員
　
市
内
の
農
地
も
農

家
も
減
少
が
進
ん
で
い
る

が
、
農
業
が
支
え
る
食
と

市
民
が
支
え
る
農
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

農
業
を
営
む
市
民
か
ら
、

水
田
が
市
街
化
区
域
内
に

あ
る
の
で
都
市
計
画
税
が

10
ア
ー
ル
当
た
り
15
万
円

か
ら
20
万
円
で
あ
る
。
そ

の
田
か
ら
の
収
入
は
５
万

円
ほ
ど
し
か
な
い
。
国
が

定
め
る
都
市
農
業
振
興
基

本
法
に
は
「
都
市
の
緑
と

し
て
、
雨
水
、
地
下
水
の

涵
養
、
生
物
保
護
等
に
資

す
る
役
割
。
身
近
に
存
在

す
る
都
市
農
業
を
通
じ
て

都
市
住
民
の
農
業
へ
の
理

解
を
醸
成
す
る
役
割
。
ま

た
、
税
制
上
の
措
置
。
」

な
ど
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
基
づ
き
「
都
市
農

業
の
振
興
に
関
す
る
計

画
」
を
定
め
な
か
っ
た
理

由
は
何
か
。
ま
た
同
基
本

法
に
基
づ
く
農
業
の
振
興

に
よ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

環
境
経
済
部
長
　
本
法
に

基
づ
い
た
計
画
に
つ
い
て

は
、
近
隣
住
民
の
理
解
や

土
地
利
用
制
限
等
が
生
じ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
地

域
か
ら
の
要
望
も
な
い
が
、

今
後
も
農
業
振
興
に
努
め

る
。

議
員
　
農
業
者
と
消
費
者

の
交
流
等
に
よ
る
信
頼
関

係
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
る
が
、
30
年
後
、

50
年
後
の
筑
紫
野
市
の
農

業
は
ど
の
よ
う
な
姿
で
あ

る
と
考
え
、
農
業
と

「
食
」
を
通
し
て
ど
の
よ

う
な
筑
紫
野
市
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
い
る
の
か
。

環
境
経
済
部
長
　
担
い
手

農
家
の
安
定
経
営
の
も
と
、

安
全
・
安
心
な
農
作
物
が

安
定
供
給
さ
れ
、
地
産
地

消
が
行
わ
れ
て
い
る
姿
を

目
指
す
。

男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
つ
い
て

議
員
　
前
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
長
の

女
性
に
関
す
る
発
言
の
問

題
点
を
ど
う
認
識
し
、
本

市
の
施
策
に
ど
う
い
か
す

の
か
。

総
務
部
長
　
筑
紫
野
市
人

権
都
市
宣
言
の
理
念
の
も

と
本
市
の
人
権
を
守
る
取

り
組
み
は
一
貫
し
不
変
で

あ
り
、
教
育
啓
発
の
取
り

組
み
を
粘
り
強
く
継
続
し

て
い
く
。

議
員
　
宿
泊
施
設
入
湯
税

対
象
の
利
用
者
数
は
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
令
和
元
年
11

月
は
３
６
１
７
人
、
緊
急

事
態
宣
言
中
の
令
和
２
年

５
月
は
３
０
８
人
で
約
91

％
も
激
減
し
た
。
再
度
の

緊
急
事
態
宣
言
で
、
本
年

２
月
は
７
８
４
人
と
約
78

％
ま
で
大
幅
に
減
少
し
た
。

本
市
に
は
多
く
の
宿
泊
施

設
や
飲
食
店
が
あ
り
、
観

光
産
業
に
と
っ
て
深
刻
な

問
題
で
あ
る
。
糸
島
市
や

う
き
は
市
で
は
、
観
光
事

業
者
を
支
援
す
る
為
、
宿

泊
利
用
者
に
宿
泊
料
金
割

引
と
店
舗
で
使
え
る
ク
ー

ポ
ン
券
を
進
呈
す
る
振
興

策
を
導
入
し
て
い
る
。
本

市
で
も
、
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
宿
泊
施
設
や

飲
食
店
へ
の
支
援
が
必
要

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

環
境
経
済
部
長
　
今
後

も
、
国
や
県
の
コ
ロ
ナ
対

策
を
注
視
し
、
取
り
組
ん

で
参
る
。

議
員
　
地
域
活
性
化
商
品

券
は
有
効
な
支
援
策
で
あ

り
、
デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
配

慮
し
つ
つ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
商
品
券
も
並
行
し
て

検
討
す
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

環
境
経
済
部
長
　
新
た
な

設
備
投
資
と
紙
に
よ
る
商

品
券
と
の
二
重
の
経
費
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
普
及
状
況
を
見
な
が
ら

行
っ
て
い
き
た
い
。

登
下
校
中
に
お
け
る

子
ど
も
の
安
全
確
保
は

議
員
　
国
が
示
し
た
「
登

下
校
防
犯
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
く
合
同
点
検
の
実
施
お

よ
び
地
域
連
携
の
構
築
状

況
は
。

教
育
部
長
　
同
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
、
防
犯
対
策
の
視

点
も
加
え
実
施
し
て
い
る
。

地
域
連
携
は
、
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
ご
協
力
、

ご
支
援
を
頂
き
取
り
組
ん

で
い
る
。

議
員
　
本
市
の
安
全
情
報

に
よ
る
と
、
子
ど
も
の
被

害
は
約
１
年
間
で
47
件
の

声
か
け
や
つ
き
ま
と
い
、

公
然
わ
い
せ
つ
、
接
触
等

の
事
案
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
31
件
の
約

75
％
が
下
校
時
間
帯
で
発

生
し
て
い
る
。
既
存
の
防

犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
高
齢

化
し
、
担
い
手
が
不
足
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
子

ど
も
が
１
人
で
歩
く
区
間

で
の
見
守
り
空
白
地
帯
が

生
じ
、
防
犯
対
策
を
強
化

す
る
こ
と
が
急
務
と
考
え

る
。
全
国
で
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
犬
の
取
り
組
み
が
広

が
っ
て
い
る
。
犬
の
散
歩

は
、
登
下
校
の
時
間
帯
に

相
応
し
、
有
効
な
活
動
で

あ
る
。
新
た
な
地
域
の
見

守
り
と
し
て
「
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
犬
」
の
導
入
を
検

討
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

教
育
部
長
　
関
係
機
関
に

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
犬
」

な
ど
他
市
の
取
り
組
み
の

情
報
を
提
供
し
連
携
を
図

っ
て
参
る
。

西村 和子
（市民会議）
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なまず石…16ページ解説

　二日市北小学校の近くの「鬼（き）の面（めん）」バス停から曙町の住宅街に入ると、民家の塀から
道路に突き出した大石があります。これが “なまず石” の「胴」といわれ、その庭先に「尾」といわれる
小岩があります。「頭」は市道の向い側の崖の急斜面にあります。
　昔、菅公がこのあたりを通りかかると、大なまずがいつものように顔を出して、川を渡らせようとしません。
菅公は、太刀を振ってなまずを退治しました。不思議なことに頭、胴、尾の三つに切られたなまずは、い
つのまにか石の姿に変身したということです。
 後になって、日照り続きで田んぼの水が無くなった際、この石に酒をふりまいて洗えば雨が降るといわれ、
“雨乞（あまご）いの石” として地元の人 に々大事にされてきました。
　この石から西南の大字紫に石井戸（今は不明）というのがあり、ここから上にはなまずはいませんでした。
しかし明治6年の旱（かん）ばつに際して雨乞いのためこの石を焚いたところ石が裂けて、なまずが生れ
るようになったといわれています。
　菅公伝説には「なまず」のほかに「蛙」（かえる）にまつわる説話が、太宰府に伝わっています。
　榎（えのき）社に住んでいた道真公は、京都から一緒に流されてきた幼い子ども2人をつれて、夕暮
れに館（やかた）のまわりを散歩していました。ふと小さな池を見ると、たくさんの蛙がおり、親子や兄
弟が揃ってにぎやかに鳴き声をあげています。その声を聞いているうち、道真公は、離れ離れになった家
族のことなどを思い出して詠んだつぎの一首があります。
　「折りに逢へば　これもさすがに  うらやまし　池の蛙の　夕暮れの声」
　ところが、この歌を聞いた池の蛙たちは、不遇な道真公たちの心を察したのでしょう、この後、蛙が鳴
かなくなったということです。
　この2人の子どものうち紅姫（べにひめ）の供養塔といわれる石の板碑が筑紫野市京町にあります。
梵字（ぼんじ）が刻まれていますが風化して読めません。そこから歩いて4～5分の太宰府市南に、もう
一人の隈麿（くままろ）の墓（自然石）があります。

【ちくしの散歩より抜粋　写真は筑紫野市歴史博物館所蔵】

　この２年間の議会だよりでは、親しみを持っていただけるよう
に、分かりやすく読みやすい広報誌にするために取組んでまい
りました。表紙や市内の名所など紙面写真の撮影、文字の大き
さや配色など、委員で意見を出し合ってまいりました。また、
4月よりホームページもリニューアルし、今後は更にデジタルで
の情報発信の充実も進めてまいります。 　　　　　   （波多江）
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